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市指定重要文化財昭50.12.24

上泉町1277-1宝禅寺

高さ１ｍ62cm、幅57cm、厚さ42ｃｍ

南北朝時代

轆
民
ヨ
ー

Ｆ
㎡
ｉ
ｆ

ｌまうぜんじいけいいたび

74.宝禅寺異型板而卑

鐙1J

宝禅寺の墓地の一角に歴代住

職の墓があり、ここに角塔婆状

の異型板碑が立つ。材質は安山
やまがた

岩製である｡上音【は山形をなし、
がくぷ わく〈､み

その下に額部があり表面lご枠組
たいぞう

をほどこす。額の中央部にi台蔵
かいだいにちIこよらいしゆじ

界大日女ﾛ来の種子「アーンク」
やけんぽり

力§大きく薬研彫される。また、
こうえい

下には｡L朝の年号である「康永
だし】よんれききのととり

第四暦（1345）乙酉二月曰」
あん

とあり、さらに下の左右|こ「庵
じゆかくみよう

主。覚明」と刻まれている。こ
}こったよしさだ

の板而卑'よ新田義貞の四天王の－
<りうさえもんあきとも

人である栗生左衛ドヨ顕友また|よ
しのづかいがのかみ

篠塚伊一賀守の墓と称されてし〕
ちゅうこう

る゜寺伝で'よ宝禅寺中興の祖と

いわれている。全体の形状が通

常の板碑と異なり、角柱状なの

が異型といわれる所以である。

9１ 
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市指定重要文化財昭.50.12.24

山王町9８－２関根定夫氏宅

高さ２ｍ72ｃｍ

南北朝～室町時代

さんのうほうとう

75.山王の宝塔

影
けんほう

石造宝塔|ま、法華経の「見宝
とうぼん

塔品」Ｉこ基づいてつくられた中

世独特の石造物である。前橋市

内には39基が確認されている。

この宝塔は安山岩で県下最大
そうりん

の石造宝塔である。ホ目車命とも

しっかりしているが、相輪上部
ほうじゆりゆうしや

にあたる宝珠と竜車の音8分は
かたわ

傍らにお力創れている。相輪下部
くりんうけぱなふくばちろばん

の九輪。言青花。伏鉢、露盤さら
おくがい

|こ屋蓋と全体に鋭いｶﾛｴ法がみ
くだむねそ

られ、屋蓋の吉K分は降り棟の反
のき

り力:やや強く、軒の切口の面は

こけている。塔身は形がよく、

基礎の一部は土中に埋まってい

る。大型にもかかわらず全体に

均整のとれた立派な宝塔であ

り、保存状態もよい。

塔身の形式から南北朝時代か

ら室町時代初期の作と推定され

ている。石造宝塔は赤城南面に

多いことから赤城塔とも呼ばれ

ていたが、最近では榛名山東麓

にも多く確認されている。

9２ 



Ｖ・建造物

市指定重要文化財昭.58.4.25

二之宮町886＝宮赤城神社

高さ２ｍ11ｃｍ

南北朝時代

にのみやあかぎじんじゃほうとう

＝宮赤城神社の宝塔■
 

（叩店》叩汕）

『〃〃，〃”

霊

しゆうごう

この宝塔は、二宮赤城神社の周濠カコ

ら掘り出されたもので、神仏分離の際

に、集めて濠に投げこまれたものとい

われている。

赤城南麓に多く存在することから、

別名赤城塔とも呼ばれている。安山岩
おくがい

製で、屋蓋の一部ｶｺﾞ欠損しているほか

は完形である。

全体にうるしが塗られた跡が残り、

県内ではほかに例がない。バランスが

整っていることから一体のものと考え

られる。

大型にもかかわらず、均整のとれた

立派な宝塔で南北朝時代と推定され、

本地域における信仰形態あるいは加工

技術、文化を知る上で重要な文化財で

ある。

9３ 
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市指定重要文化財昭.59.3.12

束大室町甲６最善寺

高さ１ｍ34ｃｍ

室町時代

磯
．
蕊
議
瀞
時
’
洋
聯
繩
蔚
》
鰯
鰯
鑓
響

ふそうじくようとう

普蔵寺供養塔回

『〃〃〃〃〃

『〃〃““〃

沙

安山岩製の供養塔で、正面を

将棋の駒形に約０６cm彫り込み、

その中に阿弥陀三尊の種子と銘
こうしようきのとい

文｢為六几四聖、康正元乙亥十

一」（1455）が刻まれている。

板碑としては群馬県最古

（1240年）の小島田の供養碑と

同じ型式をもち、いわゆる異型

板碑の一つでもある。また、室

町時代の地域の信仰を明らかに

するものであり、｢六凡四聖のた

めに｣の銘文は極めて珍らしい。

この塔は、もと東大室の東北

東にあった普蔵寺（廃寺）に所

存していたハ

9４ 
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〒市指定重要文化財昭.６１．６．６

:富田町３３六本木竹明氏宅

高さ２ｍ9.5ｃｍ

鍔ｉ室町時代

とみだほうとう

富田の宝塔■
 

（叩叩汽Ⅱ）

『〃〃〃“ロ

鐙上

この宝塔は､輝石安山岩製で、

塔身部が壺形になっている。い

わゆる赤城塔の１つである。
÷１１１/Ｌ１１うしID'|｣'1い！〈|)/Ｌ

ホ月輪は、宝珠、竜車、九輪、
,うけ（【'｡ロバ【よす，

請花、伏鉢からなっている。請

花は、蓮弁が陰刻されており写

実的である。
，1ｊ、かい

屋蓋は、なだらかな勾配であ
くﾉｰむれそ り)き

り降り棟の反りがやや強い。軒

の切り口の面は内側にややこけ

ている。

塔身は、上部が太く下部に行

くにしたがい細くなる逆徳利状

であるが、安定感はある。
.←･】!)／しオパプノ､いとうし/上

相ili術、屋蓋、塔身ととも室町

時代初期の特徴をよく示してお

り、市指定重要文化財の山王の

宝垪につぐ室町初期のものと推

定される。

9５ 
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市指定重要文化財平２．４．１０

鳥羽町７１７大福寺

高さ１ｍ46ｃｍ

室町時代

だいふくＵほうとう

79．大福寺⑪宝塔 ＦｄＪ 

型

螺］ｉ‘”‐』》

「
△

とう

この宝塔Iま、安山岩製で、塔
しん

身部ｶﾖ壺形になっている。基礎

の一面に行書体による銘文が彫
せいぜんくようざやくしNpう

られ､生前供養である逆ｌ参のた

めに、応永25年（1418）に建て

たことがわかる。
そうりん

ホ月輪部は別であるが、他は塔
おく

身の<びれ吉Bが長いことと、屋
がいのき

蓋の軒の切口の幅が|まぼ同じ点

に、室町初期の特徴が示されて

いる。塔身部と屋蓋の保存状態

がきわめてよく、この時期の石

材加工技術の特徴を示すととも
ぞうりゅう

に、年号ｶﾐあること、造立の趣

旨がわかる点など､貴重である。

この地域の信仰形態を知る重

要な文化財である。

※逆修……生前に､あらかじめ自分

のために仏事を修して

死後の冥福を祈ること。

９６ 
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市指定重要文化財平.５４１６

西大室町1673観昌寺

高さｌｍ２８ｃｍ

南北朝時代

かんしようＵほうとう

観昌寺の宝塔8Ｕ ＄
強
‐
貼
蒋
芭
占
》
’

趨口

この種の形をした宝塔は、赤

城山南面に多く分布することか
あかぎとう

ら、赤城塔ともし〕われている。

この宝塔は安山岩で造られてい
そうりん

る。ホ月輪を欠いているため、そ
ぜんぽう

の全貌'よ明らかでない。現在の

相輪は別物である。銘文は刻ま
ふんいき

れていないｶﾇ、柔らかな雰囲気
つぼがた

を持つ壺形の塔身ｶﾕら、南北朝

時代（1331～1392年）に造られ

たものと考えられる。二宮赤城

神社や山王の宝塔とともに南北

朝時代の宝塔の代表的作例であ

る。

本例は、市内でも古い時期の

宝塔であり当時の仏教信仰にか

かわる貴重な石造文化財であ

る。

9７ 



v，建造物

市指定重要文化財平C

江木町224-1共同墓地

高さ１ｍ98ｃｍ

室町時代

４．１９ 

(金蔵院）えぎほうとう

８１・江木の宝塔

iIL負
１ 

iiJii言
が吾

ｷｳｾﾞ 

I 

〉
だいざ

(台座）
きそ

基礎

あんざんがん とうしん

安111岩でできたこの宝塔は、塔身の

下部に小さな欠損が見られるものの、

ほぼ完全な形をとどめている貴重な石

造物である。

造られた時期については、年号など
めいぷんきざ

の銘文は亥Ｉまれておらず、Ｉまつきりし
おうえい

ないカミ、室町時代前半の応永年間

（1394～1428年）ごろではないかと推

定されている。
せま

塔身は、その底部力§狭く、全体とし
わんＤようけいぶ

て椀状lと近い形をしており、その頚部
かさつな〈ぴ

（笠へ繋がる括れた部分）の上面Ｉま、
すりぽちりょうけず

深さ２cmほどの摺鉢状Iこ削られてい
おくがぃ そ

る。また、笠（屋蓋）は、上側の反り

に対して下側の反りが浅くなってい

る。
あざだいにち

この宝塔Iま、江木町字大日というと

ころにあったものが今の場所に移され
さいほう

たもので、現在の地に}よ、かつて西方
、

寺という寺ｶｮあったが、江戸時代末の
げんじしようしつ

元治元年（1864年）Ｉこ焼失し、明治4２
こんぞういんがっぺい

年（1909年）に金蔵院lと合併し今日に
いた

至っている。

９８ 
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市指定重要文化財平.７．４２O

総社町総社1607光巌寺

地上高１ｍ60ｃｍ

室町時代

こうがんＵせきどう

82.光嚴寺の石暉

戸
」

どう

石|瞳は仏堂内にｶｺける瞳とい

う一種の旗の形から出たもので

あるが、中世後期から石'瞳とし

て造立されるようになる。
いしどうろう

光巌寺のものは石灯籠Iと似た

形をしている。石材は安山岩製
めい

で、明応４年（1495）の銘ｶﾇあ
がんぷ

る。籠吝【正面Iと阿弥陀三尊、他

の三面に各二体の地蔵が彫り出

されている。銘文から生前供養
ぎゃ〈しゅう

（逆修）のためIこ建てたこと
どうしんぷ

がわかる。'憧身部にIま、本来は
りんねぐるま

輪廻車をはめた穴ｶﾖあけられて

いる。

この石瞳は市内でも古い時期

のものであり、阿弥陀三尊や六

地蔵の彫刻も保存状態がよい。

戦国乱世の時代に、来世は極楽
りんね

へと祈る輪廻思想を表した石造

物として貴重である。

銘文「逆修大旦那道忠妙

□時明應四年乙

卯九月十四日願

主敬白」

9９ 



V・建造物

市指定重要文化財平.７．４．２０

亀里町1203-2阿内宿公民館内

高さ２ｍ35ｃｍ

室町時代

かめ古とまちあうちしゆくせきどう

83。亀里町阿内宿の石瞳

汐

どうはん

石瞳の名|ま、仏堂内の布製の'|塵'|'番が

石造物に転じて生まれたといわれる。
がんぷ

籠部が六角と八角ｶﾖあり、古いもので

は、１１世紀のものがある。室町時代か

ら普及し、六地蔵信仰と結びつき、六

地蔵を彫るものが多くなり、近代まで
りんねし

続いている。１５世紀末1こなると輪廻思
そう どうしん

想が強調され、1瞳身に輪廻車孑Lをあけ

て、車を取りつけたものが出現する。

亀里町阿内宿公民館内にある石'瞳

は、安山岩製の完全なもので明応７年

（1498年)の銘があり保存状態も良い。
せいぜんくよう ざやくし'いう

銘文カョら生前供養である逆Ｉ参のため

に建てたことがわかる。
どうしん

市内の中世石瞳は、||童身が利根)||右

岸は円柱型、左岸は角柱型が多く、こ

の石瞳造立の明応期には既に利根川が

変流していたことを示す資料でもあ

る。

銘文

時正七分全得逆修善根

明應七年戊午年卯月□□

100 
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県指定重要文化財昭.３４．８．５
Ｌ，お「、凸ろう

城東町一丁目11-17五百部五郎氏宅

長さ38.7cm、反り0.9cm、目くぎ穴１個、新々

刀

江戸時代

わきざしめいなおたね

84.脇差。銘直１首Ｉ
魅ljh

わきざし

長さ38.7cmの脇差で、表Ｉと「喜
かおう

翁藤直胤（花ｷ甲)｣、裏に嘉永七年
ひらづくり

（1854）二月」の銘ｶﾖある。平造
cがね きた

で、地鉄'よ板目鍛えである。彫刻
〈りか

として剣に竜が巻きついた倶禾|｣迦
らごまはしふどうみようおう

罹､護摩箸、不動明王を表わす梵

字が施されている。
すいしんしまさひで

刀工直胤Iま、水心子正秀の弟子

にあたり、江戸時代以来の作刀技

術を改めて、鎌倉.南北朝時代の
とな

作風1こ復すべきことを唱えた人で

ある。幕末期になりこの主張は受

入れられるが、本刀はその先駆的

なものである。また、復古刀の実

践者でもある直胤の作力､技術を、

最も端的に伝えるものと考えられ

る。

、弓一ｑｊＡ

：'1,,毒

ｉｌｌＭｉ蔦 霊
鑿

一
蕊

一
寸
蒋
貼
：
》
瀧
軒

県指定重要文化財昭.38.9.27

千代田町一丁目ll-11柳田せい氏宅

長さ29.2cm、筍反り、目くぎ穴２個、古刀

室町時代

たんとうめいのぶくに

85．短刀。銘|=国

おうえい

応永頃（14世糸己末～１５世紀初）
みなもとのさえもんのＵよう

活躍した刀工「源左衛ドヨ尉信

国」の銘をもつ短刀である。短刀
ひら

や脇差に比較ﾛ勺多く見られる平
づくりはもん

造で､刃文は、のたれ舌しれまじり、
ひ

表裏lこ樋とﾛ平ばれる溝が彫られて

いる。
たけのこぞり

反りは、筍反といし』、棟の線が

逆に内側にそって筍のような形を

しており、室町末期の短刀にしば

しば見られるものである。

信国は、了戒の孫の二代目信国

であり、「源左衛門尉」という俗名

を銘に刻することは珍らしい。

103 
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県指定重要文化財昭.３８．９．２７

南町三丁目33-13飯島康男氏宅

長さ66.4cm、反り2.5cm、目くぎ穴１個、古刀

室町時代

力､たなめいぎよみつ

86.刀。銘清光

ｕ
、
叩

蛎
醗
，
‐
黙
螂
●

１K 

おもてめいぴぜんじゆうおさふね

表銘「備前国住長川合五目【左衛
Ｄよう うらめい

ドヲ尉清光作｣、裏銘「天文七年
ことう

（1538）ノ１月日」とあり、古刀
そ

といわれるものである。反り|ま２．

５cmと強く、反りの中心が手元に近

く、手に持った感じが軽やかで優

しい。
〈､

刃文が互の目舌しｵLに丁字交りで

あるところにこの時代の特徴を示
しのぎ

し、鎬造l要反りに平安から鎌倉の

特徴を示している。

五郎左衛門尉清光は備前（古く

から日本刀の産地として知られて
Ｄよう

いる）の代表白勺な刀工であり、上
ものし

物師として知られた存在であっ

た。作刀の年代が明確で室町時代

後期のすぐれた作品と言える。
詮

県指定重要文化財昭.38.9.27

本町二丁目10-14松浦一子氏宅

長さ71.7cm、反り1.0cm、目くぎ穴１個、新々

刀

江戸時代

鷺
断
熱
織
熟
・
甲
弘
辨
鷲
慰
喫

力､たなめいてるよし

87.刀。銘英義

おいて

表銘「カタ東武藤枝太郎英義作
とら

之｣、裏銘「慶応二（1866）寅年/１

月吉日」とあり、新々刀といわれ

るものである。動乱期の幕末に

あって、最も武器としての色彩が

強かったのであろうか、717ｃｍと

長く、反りも１．０ｃｍと弱い。

これは郷土の刀工英義による作

である。英義は文政６年（1823）
なわごりょう

に那波郡五料（現玉ﾎ寸町）に刀工
ざよくりんしてるかず

玉鱗子英一の長男として生まｵL、

川越藩（前橋藩）の刀工となり、

藩主松平氏に仕え、七石三人扶持

から禄高15石になっている。川越

から江戸に出た時期が最も充実し

た時代と考えられる。

鱸轤熱
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県指定重要文化財昭.38.9.27

下石倉町２２－６牛込久雄氏宅

長さ28cm、筍反り、目くぎ穴1個、新々刀

江戸時代

たんとうめいてるよし

88．短刀・銘英義

ひらづくり

長さ28cmの平造の短刀で､銘'よ
おいて

表「於東都藤枝英義造｣、裏「日

月丸長久、安政二年（1855）卯八
じがね きた

月日」とある。地鉄Iま板目鍛えで
さん

総体に砂流しが力｡かり、所々に金
すじ そうしゅう

筋をなえた相)Ⅱ伝のできである。
はらんぐ

刃文は互の目舌しれで、彫物は表裏
こしひ そえひ

に腰樋（刀身lご彫った溝）と添樋

がある。

この短刀は、川越藩主（前橋藩
なおかつ

主）松平大ﾎﾟﾛ守直克侯の所持品と

伝えられる貴重な品である。この

作品のでき映えにより、前橋藩で
なぎなた

は、刀。薙刀・長巻をそｵLぞれ200

振り英義に、鍛練させた。

》

|屋 ﾛ 

．識＝罪焼一一；
に孔=仁＝午印

麹．
県指定重要文化財昭.38.9.27

下石倉町２２－６牛込久雄氏宅

長さ47.0cm、反り1.6cm、目くぎ穴1個、新々

刀

江戸時代

なぎなためいてるよし

89。薙刀・銘英義

」ずいて

銘は、表「齢東武英義(乍之｣、
とら

裏「慶応二年（1866）寅二月日」

とあり、地鉄は板目鍛え、刃文は
く゛

互の目乱ｵLで、彫物は表になぎな

た樋がある。
なぎなた

薙刀は、古く'よ長刀と書き、平

安末期から室町末期に盛んに造ら

れた。概して下級の武士、僧兵が

用いた。この薙刀は藩使用の作品

の一つである。

川越藩は、慶応２年10月に前橋

に移り、藩主も翌３年３月に前橋

城に入城した。共義もその頃、前

橋に来ているが、後に生まれ故郷

佐波郡玉村に帰り、明治９年５ｐ

24日没した。５４歳。

．
！
●
１
 

U｢ 

]qI 
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Ⅲ
 

I｢ 
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県指定重要文化財昭.40.7.23

高崎市岩鼻町239県六麻的博物館

（平田経子）

長さ68.6cm､反り1.8cm､目くぎ穴３個古刀

鎌倉時代

たちめいながみつ

90.太刀。銘長光

~蒲罵罎ﾆーーーーー

鈩

一

mmmEmm…_田艘
---壺

趨識､鰯
mmmmJ1Fm Ｉ, 

長さ68.6cmの太刀で、銘は「長光」の二字がある。
Ｄがねもくめいため はもんぐめちょうじみだ

地鉄は杢目に板目まじり、刃文は互の目の丁字舌しれで足がよく
ひ かきとおＩまうひなかご

はいる。彫物は裏表とも中心尻まで樋力§通る掻通しの棒樋で、茎
すりあなかご

は浅い栗尻である。摺上げてあるため茎に目くぎ穴が３(回ある。

本刀は、筑前黒田侯に伝来の上、館林藩主秋元侯所持の伝えを
ぴぜんおさふれ

有する優れた－口である。備前長船は、福岡一文字の名声に才甲れ

ていたが、鎌倉時代中頃に中興の祖の光忠により再び復活し、備

前長船の名は隆盛を極める。

現存する古名刀のうち長光ほど多くのすぐれた作品を残してい

る刀工は少ない。長光は長船光忠の子である。その後の長光の名

は代々世襲をしている。
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県指定重要文化財昭.63.7.14

束片貝町163-1鈴木叡氏宅

長さ83.1cm、反り3.4cm、目くぎ穴１個、古刀

室町時代

たちめいかげしげ

91。太刀。銘景室

関東管領上杉家のために作刀さ

れたものと考えられ、ついで上杉

謙信公から景勝公に引き継がれ、

永く米沢藩主上杉家に鑿蔵されて

きたものである。
しのぎづく

作風Iま鎬造り、棟は三つ棟で身

幅広<腰反り豊かな太刀姿であ
じがね(｣〈め ぐ

る。地鉄'よ杢目まじりで刃文Iま互
はいおもてれんだし'ど

の目舌しれである。侃表lこ蓮台、護
まぱしもんじゆぽさつぼんじはい弓ら

摩箸、文殊菩薩の梵字、Ｉin裏|こ春
｝ぎんじ

日大明神と不動明王の梵字が亥ｌま

れている。銘は太刀表に「上州住

景重」が力強く彫られている。景

重は、上杉氏お抱えの刀工で沼田

に住んだと伝えられる。年代は、

天文年間の作品である。

肝Ⅱ‐汀卜,i1,Ｖ・ベ
Ｉｆｉ１・
｣塀冊

1TWﾛ｡ﾛ 

(‘ザNi
P1M喘叩11H-

夢L-II

干隅』~｣[｡

（《'1Ｋ,/

髄

匹も｣…ロ?_1,1ｍ

蝋

みようあんＵぼんしよう

92。妙安寺の梵鐘

県指定重要文化財昭.３０．１．１４

千代田町三丁目３－３０妙安寺

身高88cm、竜頭16.2cm、口径55ｃｍ

南北朝時代

＃ 

めし2さつ

浄土真宗の名刹妙安寺に南北朝日寺代の作と推定される

梵鐘がある。高さ約88cmの小ぶりの鐘で、ほっそりとし
にゆうのま にゆう力》

た形に造られてし）る。「乳ノ間｣には４段４列の乳を、下
たぃからくさもん いけ

帯に唐草文を四目しただけの簡素の装飾となっている｡｢池
のま だいくそうじゃ

ノ間」に|よ「大工想社住人藤原吉久、伊清」と作者名が

刻まれている。さらに同じ池ノ間には「上野国群馬郡厩

橋一谷山最頂院妙安寺常什物也」と追刻銘が施されてい

る。
じゆうもつ

南北朝H寺代の作と考えらｵしる梵鐘が妙安寺什物と

なった経過は不明であるが、古くからこの梵鐘は、前橋

城下に鐘の音をひびかせてきたのである。
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県指定重要文化財昭49.12.23

元総社町2377総社神社
みる<ぼさつ ふげんぼさつ

弥勒菩薩径29cm、普賢菩薩径９４ｃｍ

安土。桃山時代

釉
・
杣
〈
輕
軸
欝
離
鑑
徴
鶴
い
い
静
・
瀞
や
へ
似

そうＵゃじんじゃかけぼとけ

93・総社神社懸仏

;Jｾｮ1Ａ鷲'

晋賢菩薩

鰯

弥勒菩薩

ぼんちすいじゃ〈

平安時代後期から本地垂通説が生まｵL､普

及されていった。それにともない各神社には

御神体（鏡など）に仏像を線刻したものが奉

納されるようになった。さらにこれが発展す

ると、銅製円盤などに半肉彫の仏像を鋳出し

たものが神座に奉納されるようになった｡こ
みしようたい

ｵLを御正体といい、柱などに懸けて拝むので
かけぽとけ

懸仏とも言う。総社ﾈ申社には二面所蔵されて

いる。一つは径29cmの円盤形をした鉄製のも
みろくぼさつ

ので、表に弥勒菩薩ｶｺﾞ半肉彫で鋳出されてお

り、裏面に天正十四年（1586）の銘などが刻

まれている。他の一つは、径９４cmの青銅板に
ふげ人

六牙の白象に乗った普賢菩薩が線亥りさｵしたも

ので裏面に天正十七年（1589）の銘などが見

られる。
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県指定重要文化財昭.５１．５．７

元総社町2377総社神社

縦40cm、横幅32cm、厚さ３mm、銅製

そうＵゃじんじゃうんばん

94。総社神社雲版
｜鎌倉時代

噸

雲版は、寺院で使用された仏具である。輪

郭がいくつかの弧線によって区切られてお

り、その形が雲形をしているところからこの

名が付けられた。板状の銅または鉄製の鋳造
あな

物で､上部の突起に子しがあいており、庫埋に
吊り下げて起床、坐禅、食事などの合図に打

ち鳴らされた。

総社神社には古来からの識が数多くある
が、この雲版は大正年間に境内の杉の老木の

根元より発見されたものである。銅製で片面

だけに二重の縁取りなどの造りが施されてい

る。銘文がないが、全体の形から察しておよ

そ鎌倉時代後期の作と推定される。
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県指定重要文化財昭.60.6.25

千代田町三丁目３－３０妙安寺

長さ35cm、開面の幅50ｃｍ

安土。桃山時代

‘
》
ｗ
蕊
啄
踊
い
い
師
…
〉
か
綴
甥
②
町

ちゅうけいでん力、のうさんら<ひつ

95。にＩ.啓。伝狩野山楽筆

L露

中啓とは扇の－種で、親骨の中間より上を外側にそら

せ、たたんでも半ば開いているように作られたものをさ

していう。元来は公家が使用したものであるが、後に仏

教儀式にも用いるようになった。

妙安寺所蔵の中啓は、目の細かい良質の竹15本を骨組

みにして作られており両面に金地の和紙がはられ、片面
くじや〈 ほうおう

|とは松の下に人物と孔雀、もう片面には桐にとまる鳳凰

が、それぞれ安土。桃山時代の画風の特徴である濃厚な

彩色と力強い線とによって描かれている。作者は、狩野

永徳の弟子で京狩野の祖である狩野山楽、所持者は真宗
ほつすたくによ

大谷派本願寺（東本願寺）１４世法主琢女ﾛ上人と伝えられ

ている。
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市指定重要文化財昭.48.9.24

三河町一丁目９－１８束福寺

径14.5cm、厚さ縁４cm、中央6.7cｍ

一市指定重

/三河町一

,径14.5ｃｍ

室町時代

とうふくじわにぐち

96.束福寺鰐口

蕊

東福寺の鰐口は青銅製で、表裏ともに
つぎざ

同心円の条線で撞座、中区、銘文帯Iこ区

画されている。もとは赤城山地蔵岳山頂
はいぶつきしゃく

の地蔵堂にかけてあったｶﾖ、廃仏穀釈で

堂が廃棄され、勢多郡粕川村西福寺所蔵

を経て本寺の所蔵となった。
ひき

表面に|ま「武蔵国比企郡延益郷地蔵堂

常住応永十三年丙戌拾月十一日願主｣､裏

面には「宗慶敬白」と銘文がある。応

永13年（1406）に現在埼玉県比企郡小川

町の地蔵堂に奉納された鰐口が、赤城山

地蔵岳のお堂に奉納されていたことを知

る。赤城信仰の遺品である。
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市指定重要文化財昭.４８．９．２４

小相木町９１大徳寺

総高１ｍ40cm、基壇幅40ｃｍ

江戸時代

だし】とくじたほうとう

大徳寺多宝塔■
 

『，“”“〃〃

（叩叩『⑪）

し

県内ではめずらしい金銅製の多宝塔であ
いもじ

る。作者は江戸神田住鋳物自而河合兵部で、た

いへん精巧なものである。二層よりなり、構

造的には、基壇方形の軸部、円柱状の軸部、

屋根、そして、相輪からなっている。基壇に

は動物が刻まれている｡方形軸部の内部には、

木彫りの仏像６体が安置されており、動。植

物が刻まれている。円柱状の軸部の内部には

８巻の経文が納められている。屋根の部分は
ふうたく

垂木ｶﾖ作られており四隅には風鐸が付けられ

ている。また、相輪の九輪上部から屋根の四

隅には鎖がさがり、これにも風鐸がついてい
れんだし】 ぼんじ

る。屋根の上側に'よ蓮台とその上に梵字が書

かれている。各扉には銘文が刻まれている。

正徳二壬辰年（1712）に古市村（市内古市

町）の黒崎喜平次の奉納によるものである。
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Ｉ冑繍鵬蝋“（産泰神社）

さんたし】じんじゃはちりようきょう

98。産泰神社八稜鏡
11露騨⑩

厚さ９mm、重さ7509

蕊■

下大屋町字明神山に鎮座する産泰神社は、赤城

山信仰の神で近世以降安産の守護神として広く信

仰を集めている。当社に所蔵されている銅鏡は、
はちI)ようきよう

八つの花弁で周囲を縁どった径16.6cmのﾉ（稜鏡
ずいか

である。背面には、タト区の各花弁ごとに瑞花のレ

リーフが見られ、内区もまた花弁形をしており、

瑞花が配される中に相対して二羽の鳳凰が飛びか
ちゅうざ

う姿が見らｵLる。さらに、中心部分の銀座|こは九

葉座が鋳出されている。縁取り、文様などから平

安時代の作と推定される。また、その文様の鋳出

もすぐれた技法を示している。

伊勢神宮所蔵の御鏡（壹受大神宮別宮多賀宮）

に類似しているとも言われる。

１１３ 
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市指定重要文化財

本町＝丁目７－２

直径17.2cm、厚さ

奈良時代

昭.50.12.24

八幡宮

周縁部４mm、内区２mｍ

帝
酌
』
；
〆
“
塒
興
・
鑛
鵜
「
烈
鶚
雫
一

はくがだんきんきょう

99.伯牙;単琴鏡

八幡宮は、市の中心部本町二丁目に鎮座して

おり、社殿は『上毛古墳綜覧」に前橋市第９号

墳として記載されている古墳上にある。同社に

は、伯牙弾琴鏡とよばれる銅鏡が所蔵されてい

る。この鏡は、八幡宮境内の古墳から出土し

た唯一の遺物として伝えられており、神社にふ

さわしい宝物として大切に保存されている。背

面には琴の名人伯牙の故事を題材とした文様が

鋳出されている。

伯牙を題材とした鏡は、古くは法隆寺の伝来

御物の中にある。奈良時代のものとしては現在

日本各地に12面を数えるが、県内には、八幡宮

のものと貢前神社のものと２面である。八幡宮

の鏡は二つに割れているが、原形をよくとどめ

ている。

霧
にのみやあかぎじんじゃぼんしよう

bＷ 

１００･二宮赤城神社梵鐘
:MULⅡ刈町,

Ｗ 

市指定重要文化財昭.50.12.24

二之宮町886=宮赤城神社

総高lm27cm、口径72ｃｍ

江戸時代

‐
別
趨
蝉
鐸
，

卍
賭
可
巴
Ｆ
ｉ
ｌ
ｌ
腓
〃
‐
ｗ
弾
鍜
融

lIlUA 

二之宮町に鎮座する二宮赤城神社には、多くの文化

財が伝えられている。その中で中世から近世にかけて

広く普及した神仏習合の様子を知るものとして梵鐘が
にゆうのま

ある。高さlm27cmの大きさで、「孚Lノ間｣には、各々
けいしよう

５段５列の乳がある。「↑也ノ間｣には、「奉寄進鳧鐘一

口」「上野州勢多郡赤城山神宮寺」「タラーク（虚空蔵

菩薩）キリーク（千手観音)、力（地蔵菩薩)」の梵字
げんな

「正一位二宮赤城大明ﾈ申御宝前」「元禾ﾛ九暦」とあり、

願主、鋳師大工等の銘文が陰刻されている。

この梵鐘は、毎年４月と12月に御神体が本社と三夜
ごじんこう

沢赤城神社との間を往復する「御ﾈ申幸」の時に限り、

出発と帰着の際打ち鳴らされる。

ゴ

EＩｍ 
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燕市指定重要文化財昭.６２６．２４

大手町三丁目13-19東照官

能装束一式、１３件39点

江戸時代

まえばしはんしゆまったいらけほうのうのうしようそぐいっしき

１０].前橋藩主松平家奉納能装束一式

'0h,},ｒ,１１hl1`’，,ビィ'1Kﾛ・LOT 11 ’↓）''i,'''1'1,'1..,.,,11 1』，

L, 

毯口
＝戸可

咄,,1A措弓▼
，i助些w⑪*'冊

』

前橋東照宮には前橋藩主松平家より奉

納された県内では例のない能装束一式３９

点が宝物として所蔵されている。昭和３

年８月10日付の東照宮宝物台帳には、明

治４年６月17日、１２代藩主の松平直方が

この能装束を寄進したと記されている。

松平家は能楽について深い関心を示し、

修業したと考えられる。

能装束は13件39点あり、内訳は唐織１
あついた はく のしめ

点、厚板３点、箔５点、熨斗目４点、大

口５点、水衣３点、飾太刀２点、面10点
〈ろず

（能面４，狂言面６）、鼓２点､黒頭１点、
あかずかけすおう

赤頭１点、掛素襖１点、下垂１点となっ

ている。

１８世紀前半、享保年間の作品が中心で

あり能衣装が盛んに作られたころのもの

である。

1１５ 



市指定重要文化財昭.62.6.24

大手町三丁目13-19束照宮
みたけ ゆき

身丈１ｍ、桁28cm、前Ⅲ畠38ｃｍ

江戸時代

まえばしはんしゅまつだいらけじんばおり

102・前橋藩主松平家陣羽織

この陣羽織は昭和４年に東照宮が村社から県社に昇格

する際に旧前橋藩主松平家から由緒書きとともに松平家

の随社の証拠の品として軍配等と一緒に贈られたもので

ある。
ぐそく

陣羽織'よ武士が合戦の時具足の上から着用した上衣
じんどうふく

で、具足羽織。陣I同服とも言われた。

東照宮所蔵の陣羽織は戦いのなくなった18世紀ごろの

もので実用性はなくもっぱら儀仗用に用いられた豪華な

ものである｡地布の織は鑓繍､縦紛鰯笠繍､襟
は緊縮豐笠織簡縁取りは′i岩黛嘗笠鍬､背の
龍の丸文は､ガラスの目に鉄製の爪､蝿は鵜紗のアシ

ししゅう

プリケどめになっており金糸の刺繍がある。■夢
市指定重要文化財昭.62.6.24

大手町三丁目13-19東照宮

長さ46cm、幅16.8ｃｍ

江戸時代

まえばしはんしゅまつだいらけぐんぱい

１０３･前橋藩主松平家軍配
うちわ

軍四日とは軍配団扇のことで、武

将の戦陣での指揮用具である。軍

陣の配置、進退の日時、方角など
さいはい

を占って軍の采四日を行うときに使

われた。室町時代の末期ごろから

戦陣での采配を団扇で行うことが

流行し、さらに陰陽道の占いが戦

術に取り入れられたことから団扇

の表面に曰月星辰の図などの記号

を記すことが多くなった。

東照宮に所蔵されている松平家

の軍配は、木製黒漆塗りで長さ４６

cmのひょうたん形をしたものであ

る。片面には陰陽道を取り込んだ

兵法の配置図が丸く入り、もう片
なおのり

面には二代藩主直喪目の名、位、出

自、延宝２年(1674)の年号と｢龍」

の文字が金泥で書かれている。

： 

」

ll 

h 

Ⅱ 
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市指定重要文化財平.３４．１２

元総社町2379徳蔵寺

弥勒菩薩径26.6cm、薬師如来径26.7cm、

とくぞうＵかけ|まとけ

１０４．徳蔵寺の懸仏
観音菩薩径24.8ｃｍ

室町時代

／、

蕊■
ＬＥ 

lKmmWハW…ノ1Ⅱl~ 

乳,~,､,噂､_Ⅸ'-,.9■･
晤bＩw,咄;.!､望=1ｶｬ

が照１７〈鶴
{ｒﾊﾎﾞﾋﾞい…糺｡､信(
‘汀jx-｡.､･ョ1Ｗ【駈i，ＦＪ

Ｌ辮児鰹；(`吟

これら３面の懸仏は、銅でできており、金箔が全面に

ほどこされていた。製作されたのは室町時代と考えられ

る。
みろ〈ぼさつはん}こくぼいだ

－つは、宝塔を持つ弥勒菩薩ｶﾐ半肉彫りに鋳出されて

いる。総社神社の弥勒菩薩の懸仏とよく似ているが、大

きさは径が2.4clnほど小さい。裏面には、銘文を削ったと

思われる跡が、３箇所あるが判読できない。
やくしにょらいかんのんぼさつ

他の２つは、薬師如来と観音菩薩が、それぞれの板Iこ
けぴよう

後から付けられている。薬師如来には、像の両側1と花瓶
ほうかん

が付けられており、観音菩薩には、宝冠ｶﾖ載せられてい

る。

いずれも、昔の信仰の姿を伝えるもので、工芸的にも

優れた貴重な作品である。

１１７ 
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市指定重要文化財平.４．４．１４

大手町二丁目１２－９市立図書館(神明宮）

重量約10ｋｇ

江戸時代

蝋
鱸
鰄
騨
勢
灘
繊
辮
識
辮
鐵
鱒
辮
鍛
蝋
鍵

しんめいく、うかつちゅう

105.神明宮のEFI冑

もも

#ｋ 

L〆

■■夢 坤
櫃
釣
摺

この甲冑は、酒井家の宝物として伝

世され、明治12年の神明宮の宝物古器
さかい

物古文書目録帳写し1こは､｢甲冑酒井
うたのかみ

雅楽頭奉納壱具」の言己載ｶﾖある。

社伝では、酒井家が姫路へ転封する

にあたって寄付したものと言う。
けんかたぱみ

兜は桃形で、前立は魚Ｉ酸鳩草の家紋
わきだて

がつく。また、脇立に|ま張子製の鹿の

角がつき、吹き返しは、小さく心葉形

の透かし彫りがある。
ｔ」がみどうすがけおどし

胴は、最上I同素懸威である。また、
とうせいそでぴしやもんこてがねはいだて

当世袖に毘沙門籠手、カルタ金Iiili`楯、
しのすねあて ぬき

篠脛当、猿面そして、足には肯旨毛の貢

がつく。

金具部は金箔押とし、華やかで目立

ち、武門をほこる酒井氏の家風が忍ば

れる当市に残る数少ない貴重な甲冑で

ある。

118 
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市指定三雲文化財平.４．４１４

荒牧町894-1小河原武吉

重量約20ｋｇ

江戸時代後期

まえばしはんかろうおかわらさみや

106。前橋藩家老小河原左宮⑩
かつちゅうつけたりはたさしもの

甲冑附旗差物

蝋■
かつちゅう

この甲冑'よ、幕末の前橋落筆
おがわらさみやまさのり

頭家老、Ｊ、河原左宮政徳着用の

ものである。
かぶと けんすじかぶとまえたて

兜'よ六十二間筋兜で、前立

は、金箔押しの竹の熊手と打出

の小槌がつく。吹き返しには、
ふくりん

覆輪がほどこされ負Ｉ花菱の家紋

がつく。
てつさびＤかついとおどしにまいどうぐ

ｌ同は、鉄錆地紺糸威二枚胴具
そくつれやまみちがしらはなかみぶくるさい

足(連山道頭）で、鼻紙袋と采
はいつきかん とうせいそで

配付の鎧力〕つく。また、当世袖、
しのごてえっちゅうはいだてしのすねあて

篠籠手、越中0111,楯､篠蠕当が付
かくござねかついと

く。各小下しは紺糸でおどす。
よろいぴつ

鎧櫃'よ一対・で鹿革のケース

がつき、撫子の家紋（裏紋）が

描かれている｡保存状態が良く、

着用者が明らかで時代考証ので

きる甲冑である。

左宮は上総国富津の台場守衛

の総督となったが、藩と藩士を

救うため旧幕府の撤兵隊の要求

に応じ陣屋の武器。食料を引き

渡し、家老として一切の責任を

負って自刃した。
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市指定重要文化財平.７．４．２O

総社町総社1607光巌寺

打敷８点油単２点、幡３点

江戸時代

こうがんＵうちしきゆたんならばん

１０７。光嚴寺の打敷。油単並びに幡

illi 

Ⅱ
 １ 

夢

打敷 油単

江戸時代初期の総社藩主であった秋元

氏が、先祖代々のお墓がある光巌寺に、
うちかけふくさこそで

供養のためIこ奉納した打掛。献紗。小袖

などを、寺で打敷（８枚）。油単（２点ル
リI痘

幡（６族）Ｉこ仕立て直したものである。

打敷は18世紀後半から19世紀後半に作成

されたもので、いずれも墨書で奉納理由

と年月日が記されている。幡には１点に
たかふさ

秋元喬房、1点Iこ寛政２年（1790）など

の墨書と秋元氏の家紋が入っている。い

ずれも絹製品で、中国から伝わった生地

が２点ある。
ししゅう

これらIま染色や東リ繍など工芸品として

の価値が高く、大名秋元家からの奉納と

いう由来や制作年代がわかるなど、文化

財として貴重である。

※打敷……台や机の下にあてる敷物。
からぴつなが

油単･･…･布や紙などに油をひき、唐植や長
もちおお

持などの覆し】としたもの。

幡………仏殿の内部や庭に置かれ、その場

を飾るもの。

Ｉ 
Lll 

幡
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市指定重要文化財平９．４２１

総社町総社1607光巌寺

幅93.6cm、奥行395cm、高さ28.8ｃｍ

江戸時代

いしゃまて;らまきえづくえ

]０８・石山寺蒔絵机

麺

天板の左右両端に幅広の筆返しをつけた大型の机。天
Ｕずり

板の裏Iと受木を打ち、四本の角形の脚柱をつけ、地摺の

板で受ける。それぞれの脚の間には、補強のためには各
ぬき

二本の壜ﾖを廻らしている。
そうたいつめなしじ たかまきえうすに〈たかまきえ あお

総体詰梨子地。金の高蒔絵、薄肉高蒔絵を基調Iと、青
かねまきえきりかね

金蒔絵、切金などを交えて模様を描く。

月は銀の金具で表されていたとみられるが、現状では

欠失している。
おうみはつけい

天板の上面1こ描かれた模様は、いわゆる近江八景のう

ち、石山周辺の景観を描いたものである。

なお、この机は18世紀前半の作品とみられるが、金や
あおかね

青金（金と銀の合金）を多用して豪華Iと飾られているこ
じょうけん

のような様式を、時の将軍徳)Ⅱ綱吉の院号に因んで常憲
いん

院時代物と称している。

1２１ 
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市指定重要文化財平.９．４．２１

総社町総社1607光巌寺

香炉総高26.3cm、花瓶総高29.6cm、燭台

５０．８ｃｍ 

江戸時代

召
足

ぐ亘〈
鋸｜｜’

曰

（汕叩『叩）

（叩叩叩Ⅲ）
『
■
■
■
Ⅱ
■

蕊
■
辮
蝋

■■罫■灘夢

こつ とう

仏への基本的な供養として香、花、燈の三
こうろ

つがあげられるカヨ､それを献ずるための香炉、
けびようしよ〈だいひとそろえみつぐそく

7店瓶､燭台を－具としたものを三具足と呼ん

でいる。当初から－具とする三具足は鎌倉時

代、禅宗とともに中国からもたらされた。
ｔ』んよう

三具足は－具とするためIこ、同一の文様で
れんよう

ｶﾛ飾されるのｶｺﾞ基本であり、本作品も蓮葉、
しかりようりんたがいもんせいかいはきっこうじききょうもん

四花菱11命違文、青海波、亀甲地に桔梗文、
ごようぽけもん

そｵLIこ秋元家の家紋である五葉木瓜紋を主要

な文様として統一している。
いだ

総体に文様ｶﾖ細部までよく鋳出されていて
どういものせいひ人

江戸H寺代19世紀初頭の銅鋳物製品として、製

作年代、由緒も明らかであり、なおかつ工芸

品としても大変優れたものである。

122 



…-7..,,1､（ 
’［,I 0jI1I11L1110Ih111 
,1,1Ⅲ'‘｛Ⅱ」
１Ｎ11,．LロＬＬ［

ⅡⅡ 

1Uj様騨昌陥濡i、届－，，hmI’ＷｇｉｆＫ&’山口｡、‐］UＬ ,,二M,､-,4M0..-姉tD調,１Ｍ1m旭裟,'､'MWm1,.,1}｣.L品libMFlHdmi艦鋤YF趣坐轌孟MEM鱈1,1甑6,-4譜－．１i邑蝿u＝，鉦U当LL:ⅢL註10--..1弧

囲
磯
・
雄
．
．
￥
州
蝋
鼈
蕊
弥
懲
蕊
蝿
騨
欝

市指定重要文化財平.94.21

総社町総社1607光巌寺

高さ19.8cm、ロ径12.4cm、胴径21.0ｃｍ

室町時代

わぐちうりがたかまでんあしや

輪□瓜形釜伝芦屋
つけたりぎわが芒

附極め害

■
 

（、皿叩叩）
『
凹
回
Ⅱ
Ⅱ
■

甲
Ⅱ
■
■
Ⅱ
■

蕊■

あしや

茶の湯釜の産地として名高し〕芦屋

作られたと伝えられている釜。江戸

である大西家、堀山城家のこの釜が

茶の湯釜の産地として名高い芦屋（福岡県芦屋町）で

作られたと伝えられている釜。江戸時代を代表する釜師

である大西家、堀山城家のこの釜が、芦屋で作られたと

する内容の極め書が三通付属する。

芦屋釜の特徴は、端正な姿、光沢のある肌、絵画的な

文様を繊細に表すことなどだが、この釜にはそうした芦

屋釜の特徴がみられず、なぜこの極め害がついたのか、

理解が難しい。

芦屋釜とともに名高い釜に、下野天命(栃木県佐野市）
てんみよう

で作られた天命釜がある｡天命釜の特徴は芦屋釜と'よ対

照的に、独創的な形、ごつごつとした肌、文様を表さな

いなどがあげられる。この釜は、作風的には16世紀後半

に作られた天命釜ではないかと考えられる。工芸品とし

て大変すぐれている。

１２３ 
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二宮 赤城神社絵馬

譽跡は震翰に優れた遺品があり、今日にいたるま房翰に れた遺 《れ 総緯り、今 日

に

とし 、

あわせ特に価値の高いものです特に価

一己

わわ いも また、上里ｦ国神名帳はＩ熟 ｡ 

内県 の信１ に貴重叩と その文化を知る上 す。絵画でです l獣塾！

二親蝋安寺に親蝋'・成然上､人像など中世の優れた作品妙 上人像 中 が作れ あり

に

や

また絵馬も初期大絵馬で注目すべきものが残っていま絵また 目 がた もで ってのハミ 、

す。す。

M 
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ﾛ書跡ならびに絵画らⅦ 

国認定重要美術品昭18.101

Ⅷ千代田町三丁目３－３０妙安寺

縦21.6cm、横17.6ｃｍ

安土。桃山時代

己ようぜいてんのうしんかんこかおんしきし

１１１.後陽成天皇戻翰古歌御色紙
,｡｣ 

く後陽成天皇の在位した期間

（1586～1611年)は､豊臣秀吉が

死亡し徳川家康が天下を治めた

ころの時代である。書が平安時

代についで栄えた時代で、かな

を主流とし、寛永の三筆といわ

れる人々をはじめ、多くの能書

家が出ている。後陽成天皇も、

そうした書家の一人である。

この色紙は、地に金砂子を散

らし、その上に遠山の景色と雲

をおき、下方に建物を描き下絵

としている。
のの よ}二

歌は「よ乃つれ有皀うき与示
にほ ぱ

勾ふ花なら盤心のま々|こ
を

折てミまし越｣と書かれている。

ゆったりとしたなかにもリズ

ムがあり、強さとやわらかさの

調和がとれている。
しんかん

※辰翰･･･…天皇の書いた書跡をま

とめていう。

ｌｉＺ７ 

－ﾛ 



Ⅱ 

Ⅶ書跡;ならびに絵画
HlF 

県指定重要文化財昭49.12.23

元総社町2377総社神社

縦27.2cm、長さ4.41ｍ

平安時代（現在のものは弘治３年(1557)の３

回目の書写）

そうじゃぼんこうすけの<にしんめいちよう

114･総社本上野国神名帳

ｗ
｜
卍
蝋
艀
・
生

田
４
螺
珊
簸
辨

〉
平安時代朝廷で行われていた儀式の中

に全国の神をまつる四時祭があった。そ

の際の記録が延喜式神名帳といわれるも

のである。

各国内でも国司が神社に参拝していた

が、律令制の衰えと共に、国内の神社を

－か所に合祀し総社神社とし、国司の国
わずら

内諸社巡拝の煩わし1さをなくした。その

際の国内諸社の神名の記録を神名帳と

いった。

市内元総社町総社神社に伝えられる神
ちんじゅ

名帳は、総社大明神力国ら始まり、鎮守10
せつしや

社、次に摂社549社を14郡BUに記してあ

る。その艇 こ'z)iwwliMlllWhu1M職「'八己
ば､柵の

で蝿働蛎
黛に劉畿

,(１Ｗ 
1３０ 

￣串－－－－

jjilil 



Ⅶ、薑跡ならびに絵画

県指定重要文化財昭.60.6.25

高崎市岩鼻町239県庁歴史博物館けんぼんちやくしよくしようとくたいしこうようそうろくしん

115｡絹本著色聖徳太子孝養像(六臣） (妙安寺）

画長1,5.4cm、画幅492ｃｍ

室町時代

Ｉ 。【『

DU･￣＝＝=￣司一

￣￣￣-.-《~冑割一ぞ－－~一一

ｍ－－~…￣ =雲雪艫
－－=可ご一戸

〈

「''心に聖徳太子孝養像を人きく描き、その下に
おののいもこそがのうまこにちらけいピかくかあさ

小皿子株子、蘇我馬子、Ｆｌ羅、恵慈、覚嵜、阿佐太

子の６人の供奉者を描いている。

古典的な描線と彩色による優れた孝養像で作者

は不詳である。平安時代の作風をもった復古的な

室町時代初期の作占占と推定される。

ＬＩＩ世に入り隆盛した太子信仰に伴う優品であ

り、浄土真宗と太子信仰の親密な関係を示す作例

でもある。孝養像とは、聖徳太子16歳の姿とされ、
え二うろ

柄香炉を手|こしているのが特色である。
ﾛ人ぼん

※ｉｌＭｘ……書UIjをE1$<Ｕ)に使う絹

地。またその絹地に書い

たもの｡

１３］ 



Ⅶ、薑跡葱らぴに絵画

県指定重要文化財昭.60.6.25

高崎市岩鼻町239県立歴史博物館

（妙安寺）

画長1,3.2cm、画幅521ｃｍ

南北朝時代

脚
騨
磯
蝿
蟻
凹
覇
鱗
・
ｊ
Ａ

けんぼんちやくしよくしようとくたいしこうようぞう

１１６.絹本著色聖徳太子孝養像

,'Ⅲ 

ＨＰ、',ＩＩＰ。

料伽ＷＭﾙﾎﾟ,$Ⅱ，
Ｗ，、川
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｣けlih

MWh， 
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I』畷字
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LI 
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夢 Ｗ’1１１． 
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仏
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津！

－U 

『１，ｔ,
えこつる

柄香炉を持つ聖徳太子16歳の孝養像で

ある。柄香炉を持つということは仏教へ
きえ

の1帛衣を表すことで、親鶯上人Iま聖徳太

子を「和国の教主」とたたえており、浄

土真宗の寺院においては太子像が、彫

像。画像として安置されることが多い。
めんそう

面ﾎ目部分には薄く下絵をし、その上に
みず

彩色を施した跡力i見られる。頭髪は美豆
ら

良に結い、端髪ｶﾖ肩まで垂れている。す

その部分のぼかし、衣のひだの曲線、台

座などの彩色は製作当初の筆致で鮮明に

のこっている。
きりがね

全体の姿形や彩色部分の糸田部に裁金を

－部使用していることなどからみて南北

朝期と推定される。

【'
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Ⅶ。書跡ならびに絵画絵
Ｉ■■Ⅱ 

■ 

県指定重要文化財昭.60.6.25

高崎市岩鼻町239県立歴史博物館

（妙安寺）

画長１，３２cm、画幅52.1ｃｍ

室町時代

けんぼんちやくしよくしんらんしようにんたびすがたぞう

117.%目本著色親鶯上人旅姿像
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w轤潔鍵ｉｆヱw鶴画面中央に笠をかぶった親鶯上人の旅
えりまき

姿を描ﾚﾕた像で、襟巻を首にまいて墨染
Ｕゆずつえ

の衣を着て、左手に数珠、右手|こ杖を持
あんざや

つ、いわゆる行脚像である。白し〕襟巻を

つけているので、親鶯晩年の姿である。
じゆうＵみようごうき

画面の左但Iに真宗の-1-字名号「歸命
じんひげしやくぜんしん

壷十方ﾗ巳旱光女p来」と「釈善信」の墨書

銘がある。墨書については親鶯（藤井善

信）といわれるが断定できない。作者に
はくらく

っし』ても不明である。剥落や退色が著し

く、補筆が加えられているが、極細の描

線が残されている。

全国を布教行脚した親鶯の姿が趣深く

描かれた、数少ない旅姿像である。姿形、

描写手法等から室町時代初期の特色がう

かがえる。

用
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Ⅶ、書跡ならびに絵画

県指定重要文化財昭60.6.25

高崎市岩鼻町239県立歴史博物館

（妙安寺）

画長92.2cm、画幅42.5ｃｍ

室町時代

けんぼんちやくしよくしんらんＵようねんりょうしようにんそう

118.絹本著色親鶯 成然両上人像
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この画像は、親鶯と成然の肖像を－'幅の中

に描き、二人の師弟関係を現している。上部

右側に浄土真宗開祖の親鶯、下部左側に妙安
うわ

寺開基の成然を配置し、互いに内個Ｉを向き上
だたみCゆず

畳lこ座っている。また、両上人とも数珠を持

ち、墨染めの衣をまとっている。顔の表情が

優れており、それぞれの個性も出ている。特

に、成然の表情は他の成然像ともよく似てい

る。

真宗高僧の肖像画の典型であり、描写法、

絹地の質等からみて室町時代の作品と考えら

れる。

成然は親鶯二＋四輩第六の人｡親鶯とは血
しもうさいちのや

縁関係にあり、下総一谷に四日流されていたが

親鶯関東入りの後弟子となり妙安寺を開いた。
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Ⅷ書跡ならびに絵画

県指定重要文化財昭60.6.25

高崎市岩鼻町239県立歴史博物館

（妙安寺）

画長82cm、画幅74ｃｍ

室町時代

けんｌまんちゃくしよくしんらんしようにんそう

Ｉ19.$目本著色親鶯上人像

く浄土真宗の開祖親鶯の画像
かがみのみえあきのみ

Iま、本願寺蔵の鏡御影と安城御
え

影ｶｺﾞ有名である。この画像'よ後

者を題材として描かれたと考え

られる、像主が正面向きになる

点がそれとは相違している。
えり

墨染めの衣をまとい、白ﾚﾕ襟
まき じゆず

巻をし、両手で水晶の数珠をま
うわだたみ

さぐり、上畳lこ座す晩年の姿を

よく伝えている。

顔や手など彩色にあたり絹地

の裏に金箔をはり極彩色にせず

とも、あたたかみのある色を出

す工夫がなされている。目の線

などにしっかりした筆づかいが

見られるなど、一流の京絵師の

気風がうかがえる作品である。
はいりようじゆうもつ

東本願寺より拝領した什物

の中の－つで、室町時代初期の

作品と推定される。
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Ⅶ。書跡ならびに絵画
Ｉ 

一県指定重要文化財昭.60.6.25

高崎市岩鼻町239県立歴由博物館

（妙安寺）

＠画長lmL5cm､画幅39.7ｃｍ＠画長84.5cm、

…画幅38.4ｃｍ、画長98cm、画幅41.5ｃｍ

⑪室町時代⑪室町時代、江戸時代

けんぼんちやくしよくＵようねんしようにんそう

120］21.122.絹本著色成然上人像

、
罫訂… 1Ⅱ童二毎,

１，期1,酒P!9
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ロ
琶
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拙'』ijMl,１１{inM,

１群:lwl鰍
逹
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、

〉

Ｄよう

⑭絹地Iこ薄形された妙安寺の開山、成
れんにせえ

然の似絵の墨書を主とする淡彩画であ

る。薄衣を通して下に着た衣の厚さを単

純な線の中に表現してあり、両手で輪状
Ｄゆず

Iこ持つ数珠も水晶玉を表現した墨の淡彩

がみごとである。

⑪像を下半分に描き中央左端に⑪と

同様に「成然法師」の墨書銘がある。⑪
ひじ

より古風に見えるのIま、肘の張りの強調

と、顔の細部にわたるリアルな表現によ

るものだろう。

⑫全体的に写実性が乏しく､顔面が少し

金色を放ち力強さに欠けている。江戸初

期頃の作であることから、他の成然の模

写と思われる。左側に「成然上人」の墨

書がある。
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害跡ならびに絵画びⅦ 
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、薑跡ならびに絵画Ⅶ 

県指定重要文化財昭60.6.25

千代田町三丁目３－３０妙安寺

縦１ｍ92cm、横83.5cm、４幅

江戸時代

けんぼんちやくしよくしんらんしようにんえんぎえてん

123.絹本著色親鶯上人縁起絵伝
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Ⅶ釿書跡ならびに絵画
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回・｣鱈11１Ｍ山ｊ廼回

れん とくど

親鶯聖人の｢青蓮院へ行く」「得度」「罪科のせん議」「法然上人土佐へ」
そぴよう よんぷく

「親鶯の流罪」「稲田の草庵」…「大谷祖廟」などの－代言己を、四幅一組

の二十話で構成する絵伝である。
かんす

この形式は、絵解き用の縁起絵解説で、巻子本から四１１畠にまとめられ
えいにん

たの'よ、永仁元年（1293)、親鶯の三十三回忌の時であったと言われる。
しやくせんによ力】おう

裏書に｢大谷本願寺親鶯聖人噸鋼祷鐸宣女ﾛ(花押)､寛永六(1629）つちの

己苣暦仲春、十七日写之､妙安寺桂ﾄ所下総国幸Ⅲ鳥郡､三村郷妙安寺常住物
がん

地、願主釆睾成賢」とある。

これにより、下附者が鐸宣如で、願主が鐸成賢であることなど製作の

経過などがはっきりとわかる。
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Ⅷ書跡ならびに絵画

けんぼんちやくしよくしんしゆうしちニうそぞう；ｉ

]24｡絹本著色真宗七高祖像：

県指定重要文化財昭.60.6.25

高崎市岩鼻町239県方席中博物館

（妙安寺）

画長1,5.3cm、画幅59.2ｃｍ

鎌倉時代～南北朝時代

ノゼ

驚
蝋
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沙

昭
珊
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りゆうじゆぽ

浄土真宗七高祖とは、インドの肯冒樹菩
さつりゆうもうてんしん

薩（音冒猛ともいう）。天親菩薩（世親と
どんらん

もいう)、中国の曇鶯ﾎﾟﾛ尚(中国浄土教の
どうしゃく

祖）道棹禅目而（同二祖〉・善導大師（同
ほうねん

三祖)、日本の源信上人○源空上人(法然）

をさし、それぞれ浄土教発展過程の重要

人物である。

画面上段には菩薩形の龍樹（向かって
そうぎよう

右側）と天親（左側）が、中段には｛曽形

の曇鶯。道棹。善導（中央は曇鶯である

が左右は明確でない）が、下段には源信

と源空を僧形に描く。
きんばくきりがね

当初は金箔による戴金の手法力】あった
きんでい

が、後補で金泥ｶｮ施こされている｡原画

は鎌倉時代末から南北朝時代初期の作と

考えられる。
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Ⅶ鈩薑跡ならびに絵,画

￣県指定重要文化財昭.60.6.25

,25艫離獅薑酋ii菫:原澱←

蕊■

藍んちようぼういつ

－軸の中に酒井抱一､谷文晃等九大家の合
ほうづき

作Iこよる書画である。酒井抱一の「鬼灯」と、
うちわ かぶら

その右の谷文晃の「団扇」を中'､､として、鏑
ざうんたんつるくさけいさいほたるくわけい

木雲潭力】「蔓草｣、大西圭斎が「蛍｣、鍬形恵
さい

斎ｶﾖ「蚊」を適宜描き添えている。

書の方は、菊池五山が「拶得一僧無住虚｣、
きんじようかん

太田錦城が｢休須;W(し扇撲流蛍頼假餘光照汗
しぶつ

青」と、大窪詩佛カヨ「兒女木目見笑金燈欲熟
ｌまうさい

時｣、亀田Ⅱ鳥斎が｢有時池上遮残月自得霜林幾

箇蝉」と絵画に関連した詩文を記している。

文化文政期を代表する９人の文人が合作し

た作品として､文人画と､文人の交流を知る貴

重な作例である。

1４１ 



Ⅶ、薑跡:ならびに絵画

灘
鰯
鰄
騨
灘
鵜
辮
辮
鵜
鰯
騨
慰
鵜
鱗
》

市指定重要文化財昭.60.3.27

高崎市岩鼻町239県立歴史博物館

（妙安寺）

画長955cm、画幅406ｃｍ

江戸時代

けんぼんちやくしよくれんによしようにんそう

]26.絹本署色蓮如上人像

残

lまつすれんに』袋

蓮如上人は本願寺第八代の法主（生

1415～没1499）で、宗派発展に大きな貢献を

している。

画面下半分に坐像が描かれ､中央右端に｢蓮
ぽくしよ

女ﾛ上人」の墨書があり、上三分の－に七字四
げ

行の偶が言己されている。軸裏に正保二稔
さのと

（1645）乙酋三月廿五日の墨書銘がある。
Ｕゆず

蓮女ﾛは墨の薄染の衣をまとい両手で数珠を
うわだたみ

まさぐりながら上畳の上|こ坐っている。像容

がはっきりしているのは補筆のためである。
げ ぼんのうねはん

偶には「能発一念喜愛｣、不断煩悩鐸混梁
かてぃ

凡聖逆誇齋□入女ﾛ衆水入海□□」とある。

宣如筆と伝えられているもので、江戸時代

初期の作である。

1４２ 



Ⅶ。書跡ならびに絵画

三号

ｗ丑
けんぼんちやくしょくくじみようごう

127.$目本著色九字名号
一市指定重要文化財昭.６１．６．６

}“高崎市岩鼻町239県立歴史博物館（妙安寺）

画長1,31.5cm、画幅36.5ｃｍ

が室町時代
１，V」１

－凶.~Ｉ】

名号は名字と同じで名前を意味する。特に仏の名の

ことをいい「尊号」「徳号」ともいう。浄土真宗は阿弥

陀仏のことをいうが、親鶯は「南無」の二字を加えた

ものを特に名号と呼び、像を本尊とする考えに対して

「名号本尊」を打ち出している。
なむふかしぎこうによ

画幅中央に肉太の丸味をおびた「南ラビ不可思議光如
らぃ

来」の文字が書かれている。文字は蓮華座の上に酉己さ

れており、後光を描いて文字尊としたものである。上
ざんでぃ

質の糸目地を紺色に染め、その上に銀泥で文字を書いた

ものであろう。

〈けん｜まんちゃくしょくじゅうＵみようごう

128.$目本署Ⅷ色十字名号
寧市指定重要文化財昭.６１．６．６

イ高崎市岩鼻町239県立歴史博物館（妙安寺）

鮴、画長1,30.5cm、画幅36.5ｃｍ

;‘宝町時代
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１
 

ﾛ娼

十字名号は浄土真宗では本尊の左右に掛けられる－
きみようじんじつぼうむげ

対の脇桂ﾄである。画幅中央に階害で｢歸命毒十方ﾗE皇
こうIこよらぃ れんげざ

光如来」と書かれている。文字は蓮華座の上に四日され

ており、後光を描いて文字尊としたものである。
こん

こｵLは絹地を紺地に染めた上に銀泥で文字を書いた
ろくしよう

もので､後世粗悪質の金泥もしくは金同泥｡緑青で後光。

蓮華座が補筆されている。
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Ⅶ,書跡ならびに絵U画
mLY,い'

…
…
酌

市指定重要文化財平.４．４．１４

元総社町2379徳蔵寺

両幅とも

総幅144cm、総高244ｃｍ

絵幅117cm、絵高152ｃｍ

室町時代

あさぼんちやくしよくりょうかいまんだらいつつい

同葬ｦ桁=蕊1螢izFF;T閾阜三1重ご扇翌一寺ぞ129．麻本著色両界曼茶羅 対

夢

金剛界曼茶羅 胎蔵界曼茶羅

まんだら みつきよう

曼茶羅と'よ、密教の修法に用いる仏画
だいにちにょらい

の掛軸で大日如来を中」Ｄとした諸尊を配

置した仏画である。

その仏画は、仏法の理を表現した胎蔵

界と智を表現した金剛界の配置からな

る。徳蔵寺の曼茶羅は、両界を表した曼

茶羅で麻地に箸色してあり、彩色の一部
きりがね

}乙戴金を使っている。生地は麻布３枚を

ついでいる。２幅がはいった箱に永禄５

年（1562）の墨書があり、技法、材質等

から室町後期のものと考えられる。
きりがね

※載金｡｡…･金や銀の薄箔を細く切ったものを

貼付して種々の文様を施す技法
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、書跡ならびに絵画Ⅶ Ⅱ￣■､ Ⅱ￣■､ 

市指定重要文化財昭４９．８．２６

日輪寺町412日輪寺

高さ93.5cm、幅ｌｍ２３ｃｍ

江戸時代

にちりんＵかんえいえま

130。曰輔寺寛永の絵馬

’
１
‐
 

Ili 
jl Ｐ
Ｌ
 

： 
ｕ唯刊璽淨吊

面ﾛ黒路.

…１－ﾉｭ;ずｆｉＬミ 心J1AiM,>`灘鰄鴬溌ｉｉ;鼈ⅡI 

この絵馬は上部を山形とし、全面に一頭の
いざみ たづな

勇馬が画かれ、その両端には杭があり、手；岡

で結ばれている。墨絵を主とし、一部には冑

と白の絵具の彩色が見られる。右に「寛永一
かのえたつ

七庚辰年四月吉日｣、左lこ｢奉寄進御□前□」

と書かれている。寛永17年（1640）の奉納で

あり、この時期の描写としては、脚のつけね

の部分がみごとである。黒を主体とするなか
あご

で１か所、顎の下の鈴に胄味ｶﾖあり、美しく

さえている。
よどと

「馬が夜毎に抜け出して、田化田を荒して困

るので、手綱をつけた」という伝説をもって

いる。
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Ⅶ書跡ならびに絵画

市指定重要文化財昭50.12.24

二之宮町886=宮赤城神社

二対四面鞍の馬高さ1ｍ22cm､幅1,42ｃｍ

手綱の馬高さ1ｍ19cm､幅1,37ｃｍ

江戸時代

にのみやあかぎじんじゃえま

131．二宮赤城神社絵馬

綴
獺

夢
－－－■ 

はい

絵馬は二対薑四面で、全面金箔の大絵馬で拝
でん くら

殿の左右に高く掛けらｵLている。－組は鞍を
たづな

置いた,馬が２人の男に手ﾎﾞ岡をとられている図
くりげ

であり、他の－組'よ手綱をつけた栗毛とあし
へんがく

毛の馬が描かれている。いずｵＬも扁額式の大

絵馬である。
するがただなり

この絵馬は、大胡城主牧里予駿河守忠成が、
げんな

元禾ﾛ元年（1615）大坂夏の陣に際し、戦勝を

祈願して奉納したものと伝えられており、四

面とも力強い筆使いがみられ、江戸時代前期

の製作とされている。（鞍の馬一組は、前橋藩

主酒井雅楽頭が奉納したという説もある｡）
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前橋城絵図

の歴史上重要無人物|亭関す

画像は近世前橋'の祷鱗鰯細

谷山記録、八幡宮徽鶯繊

橋の歴史を知る上に価値の

歴史上重要旦皇 秀吉和歌短冊は、日本 に関す矛 な臣 'よ、日 に
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市指定重要文化財昭.39.12.22

文京町二丁目21-17篠田永次郎氏宅

縦lml5cm、横２，８０cm、縮尺Ｘ２ｏｏ

江戸時代

ぷんせいよれんあまがわばらむらぶんけんえず

]32.文政四年天Ⅱ|原村分間絵図

鼻
貼
り
Ｌ

‘ 

…
…
 

二
…

宰
今
訂
缶
腓
俎
」
乱
酊

届

和

11ﾋポ

Jk③ 

Ⅶ 

炎ｑ竜抽

申
怒…評御 鐡

鈩
ま
う
急 邇ル

識

負
↓この絵図は少範囲ではあるが、比較的正確な絵図で「上野国郡馬

かのとみ

君B天川原村分間絵図」「文政四辛已（1821）三月」と記されている。

図では道、川、境内地をはじめ田。畑が記され、田。畑は上｡中。

下。下下等に色分けされ、一筆ごとに面積が記入されている。図以

外には色分けの説明とそれに関する総面積、社寺の境内地面積が書
かたかいじゆうはちごうえのきか

かれ、天111原村内の屋敷面積として、片貝町、－卜八郷町、榎町、萱
やかじしるがねこんやぼんまちたまち

野町、鍛冶町、白銀町、紺屋町、本町、田町裏がそれぞｵL書き出さ

れている。前橋町絵図とともに前橋の町の形成過程を知る上で貴重

な資料である。
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市指定重要文化財昭.39.12.22

文京町三丁目27-26群馬県立文書館

勝山敏子氏所有

縦２，４３cm、横４，９５cm、縮尺％ＣＯ

江戸時代

５（んせいよれんまえばしまちえず

133.文政四年前橋町絵図

hilliii1i1i11i1iili巴iimi;liiii
識i繍嬬

沙

この絵図は「上野国勢多郡前橋町絵図面」

と記入され、文政４年10月の銘がある。図に

は前橋町内の街路、清川、寺社、家並等が色

彩よく画かれ、家並の敷地には住人名、宅地

面積が記入され、寺社の境内地等には家や門

あるいは樹木が美しく詳細に描かれている。

前橋の城下町の成立、発展の過程は諸種の

史料から推定され、家並の骨組は酒井家時代

に形成されたと考えられている。この絵図は

1821年の製作であり、この時点の町の状態を

如実に示している。前橋の町の発展過程を知

るのに欠かせない貴重な資料である。
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市指定重要文化財平.５．４．１６

文京町三丁目27-26群馬県立文書館

天川史跡保存会所有

総138.5cm、横63ｃｍ

江戸時代

きようほうじゅうごねんあまがわまちえず

]34.享保十五年天)||町絵図蕊
べ

享保15年（1730年）四月に、天川村名主か

ら酒井氏の町奉行金原左衛門、成瀬伝助あて

に提出された町絵図である。天川町の通りに

そった町並み（現在の朝日町三・四丁目～文

京町四丁目の辺り）が克明に描かれている。
ごず

通りのほぼ中央|こは天王寺、と'二頭宮(市神）
さねまさあずまみち

が示されており、実政。東道や広瀬。端気lll

も確認できる。また、－丁目から九丁目まで

の区分があり、各地割りには屋敷の広さ、人

名等の記載もある。作成年代も古く、－町内

の絵図としては県内でも類例が少ない。

天川町は前橋の城下町ができる以前に、江
うまつ

戸道沿いlと成立した馬継ぎ市場町であった

が、この絵図は前橋の町の成立の経緯を知る

ことのできる歴史的にも貴重なものである。

金原助左衛門200石屋敷伯耆曲輪

成瀬伝助140石屋敷下ノ城□

１５１ 
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市指定重要文化財昭.39.12.22

大手町二丁目１２－９前橋市方図書館

全404冊

江戸～明治時代

てんせをまえばしはんまつだいらげきろく

135｡典籍。前橋藩松平家記録

鐘''弧'Ｉ,いif､自力}(い,#''鰺1A,
B１ 

．．ハ〕..(_二.!’｛
１'，0昭-,

jＹＰ 
１nm帥

１１Fｺﾞｰ'､\ 

〉

かんえん

徳111幕府の譜代大名である松平氏は寛延２

年(1749)、酒井氏に代って前橋に居城し、途

中明和４年（1767）から慶応３年（1867）ま

で埼玉県の川越に移城するが、明治２年

（1869)の版籍奉還まで約120年間前橋領を支

配した。この松平氏の藩日記が典籍前橋藩松

平家記録と呼ばれるものである。
げんろく

記録は松平家の用番家老力§元禄２年(1689）

から明治２年まで、日々の政務の中で重要と

思われることを書きついだものである。もと

の冊数は不明であるが、合計404冊にのぼり、

前橋の近世後半の歴史を具体的に伝えてくれ

る貴重な資料である。
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〒市指定重要文化財昭.39.12.22

千代田町三丁目３－３０妙安寺

１長さ28.3cm、幅12ｃｍ

・安土。桃山時代

しょせきとよとみひでよしわかたんざく

豊臣秀吉和歌短冊136.書跡

【
】 蕊

冠
｢なつ山の志けりのなかにふすむしハ

ミにならねとあきちかきころ犬ひくときにならねとあきちかきころ大ひ〈

へ」

これは、妙安寺に伝わる豊臣秀吉の和歌で

ある｡幅12cm､長さ28.3cmの普通より大きな短
うすずみ

冊に薄墨で記され、菊と桐の紋章力§織り込ま
きんらんひょうそう

れた金欄lこ表装されている。

この頃としてはたいへんめずらしい体言止

めを用いているこの和歌は、大胆ななかにも

繊細な神経をもつ人間秀吉の一端をにじませ

ている。
しんらん

本短冊'よ､伝親鶯上人自作の木像遷座の際、

京都東本願寺より与えられたものとされる。

自署を欠くために、何歳頃の歌か、また、「犬

ひ<へ｜は何かなど不明な点もある。
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市指定重要文化財昭48.9.24

朝日町四丁目29-24孝顕寺

画長１ｍ、画幅40ｃｍ

江戸時代

‐
問
２
．

雫
‐
咄
Ｐ
、

まつだいらはんしゅかそう

137.松平藩主画像

》
ｊ
‐
蝉
１
回
利
５
５
（
‐
古
出
‐
宰

沌
罰
霜
拶
（
：
勵
鞭
‐
‐
彌
騨
ｆ
：
鋼

渉
こうけんじ

朝日町の孝顕寺に保存されているもので、
なおもと なりつれ

初代直基から８代斉典までの８点ｶｮあり、い
けんぽんご〈さいしき

ずれも絹本に極彩色で十苗かれており、掛軸仕

立てになっている。大きさは、縦１ｍ､横40ｃｍ
あげだたみ

|まどで、画像主は正装して、上畳の上に座っ

た姿で描かれている。画賛によると、直基。
なおのり

直矢巨の２像がそれぞれ慶安５年（1652）。延宝

６年（1678）の作であり、いずれも江戸前期

のものである。

孝顕寺は、直基によって建立され、以後、
てんぽう

転圭寸の多い松平氏とともに移転していた。こ

の寺が前橋に移ってきたのは、慶応３年

（1867）である。これらの関係により、画像

はこの寺に寄せられたものであろう。
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市指定重要文化財昭.48.9.24

朝日町四丁目29-24孝顕寺

画長65cm、画幅35ｃｍ

室町時代

ゆうきまさかつかそう

138.結城政勝画像

師
U 

＄ 

,PH1lPLャ

D1 

］Ⅲ]'nｍ．ご
Ｉ' 

■ 

lＭ 

く
本画像は松平藩主画像とともに、

みたまや

朝日町の孝顕寺lとある松平氏御霊屋

に保管されている。
けん}ぎんかけじくそう

絹本著色の桂ﾄ軸装で、表装は大ポロ
おりえぽしそう

表具である。画主は、折烏Ⅲ冒子にｲ曽
い きよくろく

衣を着し、軍四日を手に曲象に座して
げ

いる。画賛lこ偶と政勝の戒名を言己し
いぞう

た点、着衣や椅像である点等ｶｺら禅

僧の憤箱を思わせるが､一方で折烏
ふうぼう

'1冒子や軍配等より、その風貌は、戦
しの

国武将結城政勝本来の姿を偲ばせて

くれる。
しもうさ

結城政勝Iま、下総国結城の戦国大

名で､法制史上重要な資料である｢結
はつと

城家法度」を制定し、領国支酉己の論

理を成文化した人である。

本画像は前橋藩主松平氏の画像と

ともに、かつての城下町前橋の歴史

を知る資料として重要である。
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市指定重要文化財昭48.9.24

大手町三丁目17-22源英寺

画長63.5cm、画幅32ｃｍ

江戸時代

さかいしげただかそう

139．酒井重忠画像

〉
酒井重忠自筆といわれるこの画

しほんご〈さいしき

像'よ、掛軸仕立てで紙本、極彩色

のものである。重忠の画像は、こ

の源英寺のもののほか姫路市の姫

路城に－点あり、これと比較する
えぽし

と画像の,烏Ⅲ冒子。顔。衣装。紋の

配置、手足等にいたるまで源英寺

のものに酷似しているが、色彩等

からみると､源英寺のものが古く、
ちせっ

その筆勢にいささか稚拙の点ｶｺﾞあ

り、その点がかえって画に一種の

重みを加えている。

酒井重忠は、慶長６年（1601）
まやはし

平岩親吉Iこ代わって厩｜喬（前橋）

城主となった。重忠は、家康に信
てんぽう

頼され、Ⅱ|越からの転封にあたり
なんじはな

「汝Iこ関東の華をとらす」とし〕わ

れたという。江戸時代の初代前橋

藩主である。

,rｴ臘町/li1ili'jn1il’〃
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､市指定重要文化財昭.50.12.24

本町二丁目７－２八幡宮

一巻九通

安土桃山～江戸時代

はちまんぐうもんＵよ

]40.八幡宮文書

霞Ⅱ
まやはし らんＬＩｐ

厩橋であった頃に厩橋(前橋)の総鎮守
すうはい

として賑わい、崇拝されていた八幡宮に

社宝として伝えられているものである。
げんききたcよう

文書の内容は元亀２年（1571）の｣上条
きしん たかひろ

高定の寄進状、同年の｣上条高廣の諸役免

許状、天正12年（1584）の高廣の再確認
ひょうえ

状、天正13年（1585）の松田兵１１丁太夫の
あんど

安堵状、天正15年（1587）の｣上条高廣の

年貢。諸役免許状、天正19年（1591）の
ちかよし

平岩親吉の寄進並諸役免許状、年代不明

の親吉の寄進状、慶長７年（1602）の酒

井重忠の寄進並諸役免許状、慶安２年

（1649）の酒井忠情の安堵状からなって

いる。これらの書状から前橋を支配した

領主との関係が伺える。
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市指定重要文化財昭50.12.24

大手町二丁目１２－９前橋市立図書館

宝暦３年縦35cm、長さ12ｍ53ｃｍ

文政11年縦27cm、長さ９ｍ75ｃｍ

江戸時代

“
誰
輔
・
舞
轤
１
．
鰯
諌
，
『
》
叩
扁
？
」

捌
貼

まえばしぎおんさいれいえまき

１４]・前橋祇園祭礼絵巻

文政11年

率
可
程
さ
筏
煮

纈懸 麹沙 藤

￣h~ロ４Ｍ

宝暦３年

前橋の祇園祭は、江戸時代の城下町前橋では、一年中でもっとも

にぎやかな行事の一つであった。どの町からも競って芸屋台や飾物
みこし

等がくり出し、こｵLに神興の行列などが加わり、町内はもとより城

内にまで練り込んだにぎわいをみせていた。

こうした祇園祭の様子を表わした絵巻は宝暦３年（1753）と文政

11年（1828）に描かれたものである。宝暦のものは「おねり」の行

列を写生し彩色したもので、技法的にも優れ、文政のものは一つ一

つを細密に描き、色彩を施したもので戯画風の味もあり、宝暦のも

のと違った趣をもっている。二巻とも作者は不明である。
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市指定重要文化財昭.58.4.25

大手町二丁目1２－９前橋市立図書館

129点（追加３点）

江戸～明治時代

古かいけしりょう

142･酒井家史料

く
しＩＦただ

酒井家は、慶長６年（1601）重忠の代にⅡ｜
まやはしてんぽうただずみ

越から厩橋へ転封|こなって以来、９代忠恭に

至る約150年間藩主を歴任し､前橋の歴史と深

く結びついてきた。その酒井家には、江戸時

代の前橋の様子や幕臣としての政務などを記

した貴重な資料が残されてきた。それが、明

治になって辻善之助等によって編さんされ、

酒井家史料121巻(酒井家史料は、全巻で欠が

なく明治12年まで記録されている｡)、酒井家

史料目録４冊、酒井家編年史料１冊、系図３

巻の合わせて129点となっている。

これらは藩政と幕政の歴史を、具体的に伝

えてくれる貴重な資料である。

1５９ 



m・歴史資料
川
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市指定重要文化財昭.60.3.27

千代田町三丁目３－３０妙安寺

全八冊縦27.7cm、横20ｃｍ

江戸時代

いっこくざんきろく

143.-谷山記録

「
△

いっこくさんさいちよういんみよう

「－谷山言己録」は、前橋妙安寺の「－谷山最頂院妙
あんじ

安寺」の山号を書名とした/１冊の記録である。－谷|｣｣の
しもうささしま

山号は、妙安寺の本貫地であった下総国猿島君旧－谷にち

なんで付けられたものである。その後、寺は酒井河内守

重忠の要請により川越に移り、酒井氏の前橋転封に伴い

前橋へ移ってきた。
Ｕようけし1 じょうげんえんきよう

この記録は住職21世成恵と22世成厳(こより延享３

年（1746）から寛政２年（1790）までに作成された。歴

代の住職が記した資料や寺務の中から記したものにより

構成され、年代を追って克明に編さんされている。本記

録は真宗東本願寺史として重要な記録であり、さらに前

橋の歴史を解明するうえで貴重である。
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市指定軍雲文化財昭.60.3.27

千代田町三丁目３－３０妙安寺

冊子本

江戸時代

みようあんＵひつろく

144｡妙安寺筆録
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ｉ
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載
、
一
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劃
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塔
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粍
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皿
欺
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綱
騨
僻
川
嶺
徽
震
い
芽
吋
ノ
峰
僻
鯛
桿
鞭
弛
瀬
傘
Ｉ
ノ

浮
錫
継
瓠
７
Ｍ
噸
僻
轍
１
遊
星
；
今
こ
『
了
垳
憲
二

か
町
懇
》
愈
継
胸
岬
脈
彌
人
《
断
鮮
側
鮖
繍
臘
Ｙ
伽
臘
伽
”
１

、
－－ 

く、

妙安寺に伝えられている記録類
まんじ

の一つ。万治２年（1659）３月１８
じょうけんしんらん

曰に16世成賢力R親鶯木像の遷座

について記した冊子本である。そ

れによれば、妙安寺に伝えられ

た親鶯自作の木像を、東本願寺よ
まやはし

り懇望され、徳Ⅱ|家康、厩橋城主

酒井河内守重忠などの仲介によ

り、慶長７年（1602）１２月15日厩

僑から京都へ持参し、東本願寺御

影堂へ納めたということが記され

ている、

1６１ 



Ⅷ歴史資料

市指定重要文化財昭.60.3.27

千代田町三丁目３－３０妙安寺

巻子本

戦国～江戸時代

みようあんじこけいす

]45.妙安寺古系図

・鰯．

灘
蕊iii『

癖
鍵
議
ｒ
戒
鍵
膵
舩
争
勲
蕊
陸

1Ｗ 

Ｆ
記

LID 

五.

P, 

「
。

蕊iii；

・
竃
妃

尋
回
で
｛

・
雀
巫
畠

暑二Ｍ・鼻

霧

’
老
零
重
琴
瀦
蔭

嬉
虞
捻
藻

Ｕようねん

妙安寺住職九條家の系図で､成然である九
ゆきざねけちみやく

條幸実の血脈を伝えるものである。その先祖

を鎌倉に置き、幸実以来の系譜を古くは妙安
Ｕようおん えいけん

寺11世成音､新しくは妙安寺19世瑛見Iこよっ

て書かれてきたことがわかる。１１世成音は瑛

見の曽祖父であるから少くとも戦国期に前半
しんびょう

分の系図が作成されたことになり信瀝{生の

高い系図といえる。系図では、妙安寺を15世

成空（実庸）が天正18年（1590）川越へ、さ
まやはし

らに慶長６年（1601）厩橋へ遷したことが言己

されていることからも、妙安寺の系譜はもと

より、前橋の歴史を研究する上でも貴重な資

料である。
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＝市指定重要文化財昭.60.3.27

いっこくざんさいちよういんみようあんじえん舌Uようけ千代田町三丁目３－３０妙安寺

146.一谷山最頂院妙安寺縁起上。下上下=篝
江戸時代

fjA鮮而鑑議鍵鑪

Ⅱ
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叩
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、
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’
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、
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源
，
了
八

,禄叩き

望》一
一
．
一
Ｊ

趨口
Ｕようおう

承応年間（1652～1655）Ｉこ書かれた妙安寺の縁起
Ｕようせい

言己録である。妙安寺18世成誓の筆lこよるものであ

る。
しゆつじしんらん

上巻には九条幸実の出自、親鶯との出会いlこより
ていはつせんぃ

剃髪染衣をし、その後、親鶯上洛のさいlこ自作の寿

像を与えられ、三村の妙安寺を創建、下巻には徳川
ほつすきよう

家康の本願寺分離政策|こより東本願寺初代法主教
によ

如の懇望により、酒井重忠等の(中介によって親鶯’自

作の寿像が遷座した経緯が記されている。

文末に承応２年仲秋(８月)１０日とあり、江戸時代

初期の徳川家康と本願寺、酒井氏、妙安寺との因縁

を記したもので、幕府の政策を知る貴重な資料であ

る。
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市指定重要文化財昭.６０．３．２７

千代田町三丁目３－３０妙安寺

縦26.5cm、横19.2ｃｍ

鎌倉時代

ゆいしんしようでんしんらんひつ

147｡唯｛言紗(伝親鶯筆）

,ﾂﾞﾎﾟﾙ録ljrr
-ｐＨ釘｢rqA

liiハル嫌:)i閥,『
IⅡ器I上鍜

ﾄﾞﾛ'1『稲,

l 

Ｗ 

ｌｈ 

［１ 

蝋

鱸
5． 

影 iiilllllIlill|ilil1llililiilIi 

ゆいしんしよう

親鶯直筆と伝えられる唯信紗

で、厚手の菱質の和紙の表裏に書

かれている。冊子本の最後には次

のように書かれている。『寛喜二歳

仲夏下旬第五曰以彼真筆ノ草本ヲ

愚禿親鴬害写之」真偽については

不明であるが、紙質、墨の色、書

体等から鎌倉時代のものであると

推定できる。親鶯直筆本と言われ

ているもの（三重県高田専修寺所

蔵）と比べても大差ない。
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＝市指定重要文化財昭.６０３．２７

千代田町三丁目３－３０妙安寺

Ｊ縦26.7cm、横19ｃｍ

鎌倉時代

ゆいしんしようもんいでんＵようねんひつ

148.畦I言紗文意(伝成然筆）
７
－
画
て
ｊ
民

llilMMWiMMlllI 

； 蝋iillilllilllllllilll1llliilllllllllllIl 
mルⅡ！、､（
１…'し１１Ｎ

Ｉ 

L1iiiliiillilli1iii1iiiiliii1iiiil 
！ 

１
．
 

畑
Ⅲ
‐
鐡
砿
‐
←

邇口
鵜

しんらん ゆいしんしよう

親鶯直筆と伝えられる唯信紗の難向早な音【

分だけを抽出して注釈を加えた冊子であり、
じようねん

寺伝では成然筆と言jつれている。文末に「正

嘉元歳八月十九日、愚禿親鶯八十五歳害之、

同二歳季夏十五日以師真筆一本、鐸成然書写

之」とあり、書体、紙質、墨色等からみて鎌

倉時代の作品といえる。しかし、成然の書体

を示す書状、記録がないため真偽については

確認できないが、筆跡からみて相当の人物の

手によるものであるため、真筆の可能性は高

いと思われる。

本市には鎌倉期の文書は他になく、貴重な

資料である。
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市指定重要文化財昭.６０．３．２７

千代田町三丁目３－３０妙安寺

一張幅11ｍ20cm、丈１，８５ｃｍ

－張幅２，９５cm、丈２，４５ｃｍ

安土。桃山時代

蕊
鈎
緯
翰
鮮
翠
蕊
欝
灘
辮
鷲

あおいもんまくつけたりほんださどのかみまさのぶほうしょうつし

149｡葵紋箒付本多佐渡守正信奉書写

轤蕊''１
lllIihlhYpB1 

lpL,Ⅱ 

つじがぱな

絞り染めIこよる文様染めの一つの方法である辻ケ花染
あおい

で白く葵の紋を青地1こ染め抜いたもので、寺伝では関ヶ

原陣中使用陣幕であると伝え、本多佐渡守正信の添状の

写がある。（写は慶長７年（1602）とある｡）幕のあちこ

ちにのぞき穴が設けられ、実用に使用されたことをうか
みん Ｕもん

がわせている。糸目地には中国の明で使われた地紋が入っ

ている。

松平藩日記の元和７年（1621）４月に「紫御紋幕一包」

とあり寿像遷座に係わる幕府よりの拝領物と考えられ

る。現在、陣幕は二張りあり－張りは原形を留めるが、

－張りは一部を残しているだけである。

蕊 市指定重要文化財昭.60.3.27

千代田町三丁目３－３０妙安寺

28通

安土。桃山時代

しんらんじゅそうせんざかんけいしよじよう

15ｕ親鶯寿像遷座関係害1犬

詮

露
・
躯
欝

： 

蕊

彰
Ｌ
ｉ
Ｔ
夢
臘
鬮
罎

協
Ｊ
、 鯉,

騨
DirJii 
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傷鯵
総
筋
瀦
鈩
蝿
賦 j11, 

ほつすきようによ

本願寺の分断政策にもとづき、妙安寺に伝えられた親鶯自作の木像を、東本願寺初代の法主教女ﾛよ
まやはし

り懇望され、徳lll家康、厩橋城主酒井重忠、本多佐渡守夫人寿林の仲介により、慶長７年（1602）１２

月15日厩橋から京都へ持参し、東本願寺御影堂へ納めた。この木像遷座関係に係わる法主教如、妙安
Ｄようくう ぽうかん あんさつらいりゆう

寺住職成空、東本願寺の坊官の粟津右近尉元H召、下問按察法印頼龍､横田河内守重忠等による書状で

ある。
じゆぞう

このように28通もの木像遷座に係わる書状が存在することは、徳Ⅱ|幕府の体制確立の研究や寿像遷

座の経緯を知る上で貴重である。

1６６ 
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]51.下長磯あやつり式三番Ｉi人形3個

随

葱’
下長磯の式三番望は､毎年４月15日頃稲荷神社の拝

ごこぐほうじょう

殿で、五穀豊穣。ﾎ寸内安全の神事として奉納されて

いる。これが開始された時期は必ずしも明らかでな
さん」ぎそうかしら

いｶｮ、三番里の頭の内側に書かれた安永９年(1780）

の銘文からして､江戸時代の中期にまでさかのぼる。

以来、幾度か廃絶の危機にさらされたが、そのつど

関係者の努力によって今曰まで伝承されてきてい

る。
づか

この式三番里は､全国白勺にも例の少ない二人遣いの
じょうろり おきなせんざぃ

浄瑠I高系の人形（翁、千歳｡三番望）によって演ぜ
めんぱこ

られる。また、「おねり」や「面箱くく゛り」等の行事

が行われる。昭和45年には文化庁から、国の選択無

形民俗文化財に選定されている。
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市指定重要有形民俗文化財昭45．

上泉町935諏訪神社

10月17日頃奉納１人立ち３人獅子

昭.45.2.10

…
…
 

かみいずみししまい

152.上泉の獅子舞

夢
－ｍ 

かぶきがが〈

舞い方の動きが遅く、足さばきに歌舞伎や雅楽の舞のふりつけｶﾖみられるという上泉の獅子舞は、
Ｄようわ

毎年１０月17日頃諏訪神社の祭の時に奉納される。その始まりは、遠く承禾ﾛ年間（834～848）といわれ

ている。
ほうがんおめ

演技者は、獅子組、とか、ｗ獅子連中いとかいい、舞子は法眼。雄獅子。雌狛､子の１人立ち、３人
はやし

獅子である。嗽子方は笛２人、｜まかに付け人として、ビンザサラ２人で構成される。

県下に現存する獅子舞は、300をこえるといわれるが、その流派のいずれにも属さないとされる上泉

の獅子舞は、市の民俗芸能の中でも特に価値のあるものの－つである。

1７０ 



Ⅸ無形文化財ならびに有形･無形民俗文化財］UhlLI 

１５に鐺の弐二識繼||亨議蝋JiLj…

鬼1`劇,
IIT,嘩些Ⅱ

l;蕊:i露iliii1l1iiiiii;Tｌ毎年４月15日の春祭りに、二

宮赤城神社の境内で式三番里が

奉納される。この式三番里は、

農村歌舞伎の式三番が農村の地

芝居、神楽と影響し合い、現在

の姿になったといわれている。

その始まりは不明だが、式三

番里が演じられる舞台が、文化

９年（1812）の建築と推定され

ることから、少なくともそれ以

前から存在していたとみられ

る。その後、明治26年に内田喜

平により「伝授書」が書き残さ

れ、現在までの継承に大いに役

立っている。中世的な芸能の残

存が少ないなかで、人によって

演じられる式三番里は県内では

２．３例であり、貴重な民俗文

化財といえる。

趣

1７１ 



Ⅸ。無形文化財ならびに有形｡無形民俗文化財凸
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市指定重要有形民俗文化財昭.57.4.26

駒形町710駒形神社

高さ70cm、幅65cｍ

７月下旬祇園祭りに奉納

こまがたごすてんのうししかしら

154｡駒形牛頭天王の獅子頭

ｌＡｌｉ１Ｍｉｌ１ｊ１Ｊ･wJ’ 
Ｉ Ｉｉ, `MMWいい:叩囎fWN！!`柳ImIWiBw；

澱iMW1''iNiiillM'llWiiwlWmi1'’ ｌ」I;い,〃岾艸/ｌｗＩｗ岬,'１１鰯Ａ:Ⅲ

篝ililii:ｉｉｉiHiiilNiiliiiiiiii鑿ili11Iliiil1iillilｉｉｌｉｉｉ１

蕊：
鰯IML旬

111 

iiiiiiii蕊iiiiiilil1uili1iii1i霧iiiiiiiIlIiiliiiliiiill1iillliiliiilliliiliillillli 

午iiimllwWiMM;癖jMMl蝋IMilMIW鞠l町繍il胸鰍ｌｉ鰄１Ｍ,剛M』霄鱗j’
UlhuLu1錨uq色mwll11llhl｣片J’

夢 しゆう

雌雄一対の獅子頭は、どちらも高さ70cm、'１畠65ｃｍ

ぐらいの大きなものである。材質は、二つとも厚さ
ひのき つぎめ

４cmの桧材５枚からなり、継目にはかすがい力§打つ
がんじょう

てあり頑丈なつくりである。彩色'よ朱色の漆塗りで
は

仕上げられているカゴ､今ではかなり剥げ落ちている。
ぷんか

文イヒ９年（1812）の文書によると、この獅子頭は
みこし

牛頭天王の御神輿として、カロ賀前田家の獅子頭を譲

り受けたと伝えられている。以来、毎年６月14日の
みこし

例祭曰には、御キ印輿を駒形宿の下から上へ巡幸し、
にら

韮111に投げ込み下流で拾い上げ、更に同じことを何

回も繰り返したという。今ではこの行事も明治末年

を最後に行われなくなったが、毎年七月下旬の祇園

祭りでは、祭りのシンボルとして駒形神社社務所や

駒形町の会議所にかざられる。

1７２ 



’～ⅡⅨ｡無形文化財ならびに有形･無I形膨息俗文化財

市指定重要有形文化財平.３．４．１２

稲荷新田町458稲田新田町公民館

総高85cm、像高70ｃｍ

南北朝時代

とうかしんでんやくし

155．稲荷新田の薬師

ぺ
稲荷新田の薬師さまと呼ばれ、願をかけると万病、特

に目の病に効くと言われ、信仰を集めている。願をかけ

る時は手を水で濡らし、病の箇所と対応する石仏の部分

をなでる。願がかなえられるとお弟子まきと呼ぶ小さな

石仏をおさめる。薬師の周囲には千体ほどの小石仏が置

かれて、現在も薬師信仰習俗として継承されている点で

貴重である。

伝承によると武士がこの薬師を背負いここまで来た

が、重くなったのでここに居たいのだと思い、安置した

と言われている。
いんそうぞうよう

中心の石仏は印下目や像容から南北朝時代の阿弥陀如来
ふながたこうはい

像と考えられるカヨ摩滅がひどく判然としない。舟形光背
かくせんせきあんざんがん

とも|こ角閃石安山岩の一石で造られている。像容|ま肩張
えもん れんざ

りが小さく、衣文は線亥U様で蓮座の両端が上がっている。

１７３ 



Ⅸ無形文化財ならびに有形･無形民俗文化財

市重要有形民俗文化財平.６．４．１９

大手町二丁目３－６前橋市中央公民館

人形頭（男形８，女形４）小道具の一部

明治時代

いずみさわにんぎようつけたりこどうぐとういつかつ

156。泉沢の人形16小道具等一括
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沙 あわ

泉沢町の人形芝居は、明治20年ころIこ四国の阿波
かみさかかくたろう

の国から上坂角太郎（1819～1921）カゴ泉沢に来たこ

とから始まった。上坂角太郎は人形芝居で全国各地

を回り、泉沢に定住し、赤城人形大一座を組織した。
づか

－座は３人遣いの人形で、明治末ｶｺら大正１０年頃ま

では盛んに演じられてきたが、関東大震災を境に途

絶え、１２個の頭と人形の手足部分、小道具の－部が

保存されてきた。
あわ

泉ＪＩの人形頭は、男形８，女形４ですべて阿波系
きゅうきち

統の頭である。人形師は銘などによると、久吉のBm
でことみ てんぐきゅうてんぐやきゅう

匠若松屋人形富製作の１｛回と、天狗久こと天狗屋久
きち

吉製作の11個である。伝統工芸品としても優れた作

品であるが、民俗芸能の歴史を知ることができる貴

重な資料である。
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Ⅸ無形文化財ならびに有形･無形民俗文化財

市指定重要無形文化財昭.48.9.24

元総社町2377総社神社

３月15日奉納

そうＵゃじんじゃだいだいかぐら

l57･総社神社太々神楽
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蕊
総社神社に伝わる太々神楽は、元総社

かんれぃ

町字屋敷の赤石家の祖先力i、神道管領か

ら伝承したものである。由来の年代は不
げんじ

明だが、元治元年(1864）に書かｵLた「大

神楽次第」という古文書が残っている。

戦前までは、赤石家だけで奉納してき

たが、戦後は元総社町全体の青年有志に

よって、総社神社の祭礼曰である３月１５

日に奉納されている。現在は16座だけを

伝えているが、古くは38座舞ったという

から、すばらしい里神楽であったことが

うかがえる。市内には、この神楽の系統

をひく神楽がいくつもある。

1７５ 



'、無形文化財'ならびに有形b無形民i俗文化財‘Ｍ１州

市指定重要無形文化財昭.48.9.24

情野町346八幡宮

10月９日頃奉納1人立ち３人獅子

のらいぬししまい

]58.野良犬獅子舞

〉
清野町の八｢謄宮では、秋祭りの曰、その年

の豊作を祝い、神に感謝をするため獅子舞が
かんぱくりゆうてん

奉納される｡関白育冒天流と伝えられるこの獅
けいちよう

子舞'よ、隣の吉岡村八幡宮から慶長年間

（1596～1615）に伝わったといわれる。

この獅子舞に使われる獅子頭は、桐の巨木

をくりぬいて作ったものである。先。中。後

３頭の獅子の葛藤によって表現される舞は、

荒々しく勇壮な中にも何ともいえぬ優雅さが

ある。舞の種類は13種ある。昔はこれを舞う

人は、八幡宮氏子の長男に限られていたが、

現在では地区に残る伝統芸能として町民がこ

れを受け継ぎ、保存と普及活動につとめてい

る。

176 



Ⅸ無形文化財ならびに有形，無形民俗文化財

；篭瀞…
さんたしＩじんじゃだいだいかぐら

1591産泰神社太々神楽

望
下大屋町にある産泰神社は、安産の神とし

て知られている。この神社には､古くから太々

神楽が伝わっている。神楽の由来については
めいわ

不明であるが、神楽の奉納額に明禾ﾛ元年

（1764)銘のものが現存することからみても、

古い伝統があることがわかる。

この神楽は､古くは神職が奉納していたが、

明治10年ごろから氏子によって奉納されるよ

うになった。奉納曰は毎年４月17.18日で、
いずも しよ

出雲神楽の系統を弓|<里ﾈ申楽である。舞の所
さ

作'よ、比較的能に近いものがある。現在、「猿

田彦の舞」「四神の舞」「大蛇退治の舞」など

23座が舞われており、近郷近在の神楽に多大

な影響を与えている。

1７７ 



、無形文化財ならびに有形`無形民俗文化財一～

市指定重要無形文化財昭.４８９．２４

東片貝町464-1片貝神社

１月13日、４月13日奉納

力、たかいじんじゃだいだいかぐら

160.片貝神社太々神楽

ilU1iiiiilIi1i1Ii1lljlIililii1iiliiilil11lilll灘 i蕊Ⅲ 

鷲
I鰯iｉ

■ 

カゴ
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Ｉｕ書 「1回

1Ｗ 

１１ 

騨蕊
邸

Ⅱ
 

蝋i鋼ii1恥

片貝神社の太々神楽は祭礼曰
ご

である１月13曰と４月１３日lこ五
こぐほうじようえさびようたいざん

穀豊穣。疫病退散を祈願する

一要素として行われる。その際
し'ざなぎいざなみのみこと

「伊佐奈llEt･伊佐奈美命の舞」
あま たねまき

「天の岩戸の舞｣｢種蒔の舞｣｢釣

場の舞」「大蛇の舞」の五座は、

必ず舞うものとされている。

昔は、この神楽を舞うことの

できる者は片貝に生まれた長男

だけであり、５年間は舞子連か

ら抜けないきまりになってい

た。現在は、このしきたりはな

くなり、同好の士により神楽を

後世に伝承するための努力がな

されている。この神楽は、明治

の初め総社神社から伝えられた

といわれる里神楽で、現在まで

中断することなく伝承され、格

式を保ち続けている。

舟

夢 澪ＪＦ遥一」｜》

篭爾､q国ｉ

壌一
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無形文化財ならびに有形｡無形民俗文化財Ⅸ i'い,ⅢVM,,#鰯MHlMllIW,ﾊﾙWIjiI《wwd鮴i伽，’

市指定重要無形文化財昭.49.8.26

泉沢町４４泉沢神社

４月１日奉納２人立ち獅子

いずみさわししまい

161。宗沢の獅子舞

＜」
毎年４月１日の早朝、泉沢公民館を出発した獅子

しも

舞の一団'よ、泉沢地区の－番下の家へ行く。泉沢の
かみ

獅子舞は、こうして地区の下の家から上の家Ｉこ向っ

て、約200戸を１軒１軒奉納することにより始まる。
となごと

各戸でj師子は、庭で魔よけの唱え言をいい、四方が

ための舞を行う。それが済むと獅子は縁側で家族の

頭をかむまねをする。獅子にかんでもらうと、その
ｂびょうそくさい

年'よ無病息災で過ごすことができるという。

この獅子舞は、１人が頭１人が胴に入り、太鼓に

あわせて舞う２人立ちの獅子舞で、前橋などの平坦
えさびよう

地で|よめずらしいものである。その昔、泉沢に疫病

が流行した時に、悪魔ばらいのために行われたのが

最初といわれている。

1７９ 
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一市指定重要無形文化財昭.４９．８．２６

上佐鳥町368春日神社

５月２日（八十八夜）奉納

かすかじんじゃだいだいかぐら

]６２舂曰神社太々神楽
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軽快な笛、太鼓の音にのり、二人の下男と－組
かいこはき きゅうそう

の夫婦が養蚕の様子を舞う。蚕の掃立て、糸合桑、
Ｄようで〈まゆ

上籏、繭の収穫へと場面はｶｺわり、この間、下男

はこっけいな仕ぐさで観客をわかせる。

こうした養蚕生活の絵巻ともいえる「蚕の舞」

を含む太々神楽は、現在伝えられる座数が20座あ

り、毎年八十八夜に奉納される。春日神社の太々

神楽は江戸里神楽の系統をひくもので、明治16年

に始まった北橘村下南室の赤城神社の神楽を経て

伝えられた。

この「蚕の舞」は、本地域の養蚕習俗を劇的に

まとめたもので、そこには養蚕に生きた人々の姿
ほうふつ

を祐佛とさせるものがあり、優れた伝統芸有:の一

つといえる。
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市指定重要無形文化財昭.49.8.26

泉沢町588泉沢町公民館

笛１人、太鼓１人、夏祭りに上演

いなりとうぶし

163.稲荷藤節
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邇口上増田町の久川藤太郎（安政５年生まれ）があみ

出した盆踊唄で、藤太郎が「稲荷の藤さん」と呼ば

れたところから「稲荷藤節」の名が生まれた。七七
〈どきぷし

語調の□説節で、その形式、唄、言司のリズムが八木

節に似ている。八木節と異なる点は用いる楽器とテ

ンポにみられ、笛一つ、大太鼓一つにあわせ、ゆっ

たりと踊るところである。こうした点から、稲荷藤

節は八木節とそれ以前の盆踊唄の中間に位置すると

考えられ、古い盆踊唄を知るうえでの貴重な民俗芸

能といえる。

稲荷藤節は勢多郡。佐波郡。前橋を中心に明治の

始めから大正の初めにかけ広く唄い踊られたあと、
すい

－H寺期八木節に押さｵL衰退したが、現在では泉沢地

区の人々によって伝承されている。
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市指定重要無形民俗文化財平４．４．１４

城東町二丁目７－１０

江戸時代

瀧鴦稔り織り癖’１]64。

■夢 さや

木遣りは、建築用材の大木を運ぶような力仕事を効率よ

く、かつ安全に進めるための合図として工夫された日本独

特の作業唄である。

行われる作業の種類によって、木遣りは２つに分けられ
とぴきや

る。その内、鳶の木遣りは、建築物の基礎を固める作業1と

唄われた。しかし建設機械の発達により、木遣りは祭礼の
きやまといふまとい

際の催し物としての色彩ｶﾇ強くなり、木遣り、纒振り（纒
はしごの

}よ組の象徴)、梯子乗りが一体化したものになった。
とぴきや てこかま せんしゅうぼんぜいかけ

前橋の鳶木遣りは、「手古」「鎌倉くら」「千穐万歳」「桂}
づか えどきや おお

束」等約30曲ｶﾖ唄われる。その特色は、江戸木遣りの「大
ま なかま はしごの

間｣よりやや調子力§早い｢に'｡間｣である。梯子乗りは、「しや
わざ

ちほこ」「谷のぞき」等の技ｶｮある。現在では、出初め式、

初市まつりや橋の渡り初め、落成式等の祭事や慶事におい
ひろう

て披露'されている。

鱸
糾
極
蝿
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市指定重要無形民俗文化財平.５．４１６

=之宮町886二宮赤城神社
４月、１２月の初辰曰

にのみやあかぎじんじゃごじんこう

165。二宮赤城神社の御神幸

＜( ごじんこう

御キ印幸は、二宮赤城神社と宮城村三夜沢赤城神社の問を
ごしんたい

御神体が往復する行事で､二宮赤城神社独特のﾈ申事であり、

毎年４月と12月の初辰日に行われる。
ごしんたいおこし

御神体（御輿）は神鉾｡ﾈ申衣（かむみそ）であるという。

娘神である二宮が、父神である三夜沢の赤城神社へ、衣替
とぎょ

えのため渡征Ｉするという伝承がある。古くは神衣祭（かむ
ごびんこう

みそさい）と呼ばれていたが、現在は御ﾈ申幸、またはオノ

ポリと呼ばれている。

当日、氏子総代が集まり祭典を行い道中の無事を祈る。
と｝まかつ

以前は拝殿ｶﾕら御輿を三夜沢までの12kmを徒歩で担いだ。

現在は車を使用する。途中大胡の近戸神社と宮城村柏倉お
こしかけ

輿懸（阿久澤一家）の２箇所で休憩し、接待を受ける。

この神事は、山宮と里宮の関係を示す行事で、古代の信

仰を考える上で貴重である。
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，市指定重要無形民俗文化財平.５．４．１６

１６６.瀦繍の胃繼農弐ＩＴｉｗ鱸繼繩
籔

夢
筒粥、置炭式は１月14日真夜中に行われる。筒粥Iこよ

}あきよう

りその年の各種作物の豊凶を占い、置炭Iこより各月毎の

天候を占う神事である。

筒粥は、拝殿前の炉で粥を煮て、その中に春束と秋束
わあし

の二把の葦を入れ、葦への粥のしみこみ具合lこより、そ
なんぷさく

の量の多いときは豊作とし、その量の多少Ｉこより何分作

かを占う。
ろ

置炭は、炉Iこくべた棒状の炭のうち12本を並べ、炉の
ふち

縁でさまして炭の消え具合1とより各月上中下旬の天候や

日照りを占う。

筒粥、置炭の結果は巻き紙に清書され、１５日早朝に拝

殿東側に張り出される。この行事は、市内では総社神社

だけで行われ、県内でも古くからの信仰形態を残す例と

して貴重である。
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前橋市浄水場配水塔

文化財として価値のある建造物のうち、保存及び活用

のための措置が必要とされるものを幅広く登録し、ゆる

やかな保護措置がとられる登録文化財があります。

前橋には、昭和初期に建てられた群馬県本庁舎、前橋

市浄水場配水塔などがあります。
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X，登録文化財

国登録有形文化財平.８．１２２０

大手町一丁目一番一号

鉄筋コンクリート造建築面積2,019,$

昭和３年（1928）

ぐんまけんちようぼんちょうしや

]。群馬県庁本庁舎

〈
群馬県庁本庁舎は、昭和３年２月に竣

工し、４月９日に落成式を迎えた。設計
おおくま

'よ、早稲田大学の大隈講堂を設計した佐

藤功一で、建築費は79万円余であった。

スタイルは昭和初期の典型的洋風建造

物で、－階外壁を石貼り、二。三階をス

クラッチタイル貼りになっている。玄関
くるまよ

正面|ま半円アーチの車寄せとし、その上

を知事室前のベランダとしている。関東

近県ではもっとも先進的な建築技術を駆
し

使した県庁舎であった。

新庁舎建設に際しても、外観を保持し

つつ改修して、活用を図っている。

１８７ 
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Ｘ･登録文化財
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国登録有形文化財平.8.12.2O

前橋市大手町二丁目一番一号

鉄筋コンクリート造建築面積1,318.72㎡

昭和４年（1929）

ぐんまかいかん

2・群馬会館 鰔
馳
鱸
蝿
鰄

〉 昭和天皇即位の大礼を記念して、行事会議

をもてる施設として県庁前に建設された。

設計は、県庁本庁舎と同じ佐藤功一で、建

築費は54万円余であった。

スタイルは外壁のスクラッチタイル、－階

部分の石造仕上げと重厚なルネッサンス様式

の外観など、県庁本庁舎と共通した一対の建

物である。

昭和58年のあかぎ国体の時に、内部の大改

修を行ったが、外観をそのまま残す外観保存

の手法を採用したため、近代の建造物の保存

と活用を両立させた方法として、注目されて

いる。
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X･登録文化財

国登録有形文化財平.8.122O

敷島町216番地

鉄筋コンクリート造建築面積182.58㎡

昭和４年（1929）

まえ'ifししすいどうしりょう力ＷきゅうUようすいこうＵようＵむしよ

3．前橋市７１|<道資料館(|日削zl<構場事務所）

Ⅲ
卯
，

# 

蕊mｉＩＰ

〈
前橋市の水道施設は、昭和４年に完成した

が、その時の事務所建物である。

設計は、「建築非芸術論｣で有名な野田俊彦

である。鉄筋コンクリート造。二階建で屋上
かわらぶき

Iこは物見塔を付けている。瓦葺屋根の|頃斜部

分と物見塔部分は木造小屋組で形造ってあ

る。外壁は階下窓下を多胡石粗石乱積、その

上部をタイル貼りとしている。

非芸術論を展開した野田の数少ない建物で

あるが、その論とは裏腹に、極めてモダンな

センスの漂う建物である。

平成元年度に改修して水道資料館として活

用されている。

１８９ 
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Ｘ･登録文化財

￣国登録有形文化財平.8.12.2O

敷島町216番地

鉄骨造

昭和４年（1929）

まえばししじようすいＵようはいすいとう

4・前橋市浄水場配水塔
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〉 昭和４年に前橋市水道の施設とし

て建設された。

幅1.25ｍ、厚さＬ８２ｍの環状体の

鉄筋コンクリート基礎に、８本の組

立ラチス柱を立てて水槽を載せてい

る。

水槽は､厚さ19.1mmないし9.5ｍの

鋼鉄板製で、その外側に断熱材を施
おくがい

し、更lと銅板で覆っている。屋蓋は

4.2mmの銅板製である。

現在も使用され、敷島公園のシン

ボルともなっている。

1９０ 

Ｘ、登録文化財



国指定重要文化財

指
所有者篝｜蕊指定年月日’指定物件名 所在地No. 

定 ’’昭３．８．１７１鉄造阿弥陀如来坐像一躯 端気町337善勝寺 善勝寺 4６ 

総社町総社2408日枝神社２１昭28.11.241上野国山王廃寺塔心柱根巻石 群馬県 3８ 

文
化
財

東京都台東区上野公園
東京国立博物館

３１昭４０．５．２９１土偶 山｜||奇郁男’３９

国指定史跡

元総社町､群馬郡群馬町東国嘆鶯Ｆｉｌ２４分
上野国分寺跡大15.10.20１ 

(総社）二子山古墳 前橋市’５昭２．４．８ 総社町植野二子山368２ 

等 西大室町二子山2659他｜前橋市前二子古墳昭２．４．８３ ６ 

中二子古墳 東大室町五料1501他 前橋市’７昭２．４．８４ ￣ 

後二子古墳 西大室町内堀2616-1他 前橋市昭２．４．８５ ８ 覧
表 昭２６」４１(天川)二子山古墳 前橋市文京町三丁目2６６ ｑ 

昭３．２．７１山王塔跡 総社町総社2408日枝神社 前橋市 2５ 

昭ｌ９１Ｌ１３１宝塔山古墳 総社町総社1606 光巌寺８ 10 

（
平
成
旧
年
尼
月
１
日
現
在
）

９１昭２４．７．１３１八幡山古墳 朝倉町四丁目9-3他 前橋市 1１ 

１０’昭49.12.231蛇穴山古墳 総社町総社1587-2 前橋市 １２ 

前橋市
赤堀町

飯土井町他、佐波郡赤堀町１１１昭58.1ｑ２７１女堀 2６ 

国指定天然記念物

岩神の飛石 昭和町三丁目29-11稲荷神社 一橋目Ⅱ市'’昭'3ﾕ2.14 １ 

国認定重要美術品

大手町二丁目3-6
前橋市中央公民館

四神付譽飾土器 前橋市昭10.12.18］ 4０ 

石製鳩尾一筒 総社町総社2398 都丸民司昭11.11.28２ 4１ 

石製鴫尾残片一箇 総社町総社2408日枝神社昭1111.28 総社町山王自治会３ 4２ 

後陽成天皇
辰翰古歌御色紙一幅

千代田町三丁目3-30妙安寺昭18.10.1 妙安寺４ １１１ 

後柏原天皇
哀翰朗詠詩歌一幅

千代田町三丁目3-30妙安寺昭18.10.1 妙安寺§ 112 

く霊元天皇（詠松間紅葉和歌）
痕翰御`懐紙一|幅

妙安寺’１１３昭18.10.1 千代田町三丁目3-30妙安寺

仁
且

県指定重要文化財

十一面観嶢世音像一躯 日輪寺町412日輪寺昭2６．６．１９ 日輪寺１ 4７ 

梵鐘一口 千代田町三丁目3-30妙安寺 妙安吉昭3０．１．１４ 9２ ２ 

脇差銘喜翁藤直胤一口 城東町一丁目11-17 五百部五郎ｑ 
ＬＪ 昭3４．８．５ 8４ 

刀無銘（伝元重）沼3４．８．５ 小相木町150-2４ 樋口ユキエ ／ 

〆

1９１ 

指定年月日指定物件名 所在地 所有者等，鑿
’’昭３．８．己７鉄蛮|河弥陀難来坐像一躯 端気町337善勝寺 誇勝H1」 ４６ 

⑪采？⑪
沼.26.】1.24'，
＝－－－■－ザーp-m

Irf40,５２９ 

１９;FE廃寺潜心柱;恨巻Zｎ

illtl 

総社H1T総社2408；l枝神ﾈ上 ,群癌
１斗冒

県 ＲＲ 

東京都台東|Ｘ上野公園 Ｉｉｌ；崎郁男康京国立博勃館

入Tij､10.20」z野匹|分寺跡 元総撞町､群臆瀞群馬韓圏,、爵ｉｉ灘分

昭２．４．８，（総社）豊子l::古墳 総社町植野｣畠子I:1368
＋ 

前橋・iｉｉ

昭２．４．８’前.-:･夢古墳 西人室町.皇子lil2659他前橋篭’

昭２．４．８１ＬＰ二.子占墳 東入室iii'五科l501他 前橋「iｉ

昭２．４．８， 後J角子宵墳 西入室町内堀２６１５１他 ；lｉｉ橋桁

６ｐ眼２．６．１４（天!:l）：克子i,;古蹟
，－－１．－口■－－－－．－－－－－－－－－－－－－‐－－－－

７昭３．Ｚ，７，'ｉ;『･｣昌溝跡

文京町豆傳ヅデ1２６
－－－－－－－－－－．．－－－－－～-．Ｉ 

総社町総ｷ|:2408［1校神社 橋

８１昭19.ﾕｭ.1３
1－－－－－－－￣ 

９‘昭24.7.N３八鱸

総社町総社]606

朝倉町四百.『１９部ilL

光巌寺

前橋申

０ １ 

10昭49.12.231陀火l｣;.:!ｉ墳 f上|Ｕ総iH:弓587..2 iiii橋ｒ;：

L’昭58.二０ 女・ljW 飯f・色ｦ:町他、佐波郡亦:111町 耽橋：ｉｊ
赤堀iil｣．

Ｚ[』

］ト昭13.弓2.14岩ilflの飛禰Ｆ１綱]ⅢJFL~目29-1已稲ｲHf神ﾈﾋ前橋，燗｜」

。.,昭ﾕ●､12.18 円神付姉土器
人手!Ⅱ了゛竃.目
前橋｢h二:馬央

-６ 

：民館

‐＝. 

Ⅱ!』橋ＴＩ罫

昭コュユミ.2８ 石製鵬鵺・…籍 総i(::町総計:2３ ８ 部メu民司1.41

昭ﾕﾕ.了１．２８

昭13．上０．」

Ⅱ召18.10．ユ

昭16.より．ユ

布製鴫尾残｣:+･－筒

後賜成天皇
脹翰117歌御色紙幅

後前原天皇
辰翰朗詠詩歌…幅

霊元天皇（詠松|鵠[樂蠣]歌）
辰1繊御`|衷紙－幅

総ﾈ:2町総祉2４ ;４校林ﾈ:：

~｢･代田Ｆ１｢三Ｊ ３３０妙安寺

T･代'二?町冤了 ３３０妙安寺

二Fflt田町名2丁'13-30妙安寺

総社|ＴＩ一派円滑会’ｉ２
－~￣￣－－‐-▽「~ﾛ万一

妙寅寺’１１１

妙安寺１１２

し安聯ｌ｣し３

昭２６．６．ﾕ９

昭30.Ｌ]４

H評3４．８．５

i‐・面観･Ki:音像一躯

梵鐘．:？

脇差銘宮翁藤直胤.;，

鳫輪(\町4:２：:諭寺

兵｢･代:!｣田..：frrj3-IlO妙安･ぜ

城東町一・二例Iルヨ７

ｒｉ論寺

ｶﾚザア

福:T郭五償’

昭３４．５．i〕 刀無銘〈伝元重） 小相木町150-2 樋。ユキニー ／ 



／ 

小相木町150-2昭3７．２．２１ 刀銘十件藩エ佐行秀造之 樋口ユキエ５ ／ 

／ 
／ 

太刀銘備州長船実光昭3８．９．２７ 小相木町150-2 ／ ６ 樋口ユキエ
〆

昭3８．９．２７ 上野総社神社本殿一棟 元総社町2377総社神社７ 総社神社 5８ 

短刀銘源左衛門尉信国
一口

昭3８．９．２７ 千代田町一丁目11-1］

８
 柳田せい 8５ 

刀樹羅雛長鞘郎左衛|齋町三丁目33-'３昭3８．９．２７9 飯島康男 8６ 

刀銘（巴紋印）於東武藤枝
太郎英義之一口

昭3８．９．２７10 本町二丁目10-14 松浦一子 8７ 

短刀銘於東都藤枝英義造
一口

昭3８．９２７ 下石倉町22-611 牛込久雄 8８ 

なぎなた銘於東武英義作之
一口

昭3８．９．２７1２ 下石倉町22-6 牛込久雄 8９ 

高|埼市岩鼻町239
県立歴史博物館

昭4０．７．３ 太刀銘長光1３ 平田経子 9０ 

納曽利面一面昭4４．５．６ 二之宮町886二宮赤城神社１４ 二宮赤城神社 4８ 

総社神社懸仏二面昭49.12.231５ 元総社UJ2377総社神社｜総社神社 9３ 

総社本上野国神名帳一巻 元総社UlT2377総社神社｜総社神社昭49.12.231６ 114 

総社神社雲版一面昭5１．５．７ 元総社町2377総社神社1７ 総社神社 9４ 

旧アメリカン・ボード宣教師
館一棟

昭53.10.13 小屋原町1120-5共愛学園1８ 共愛社 5９ 

旧蚕糸試験場事務棟一棟昭5６．７．１０ 敷島mJ262敷島公園ばら園1９ 前橋市 6０ 

絹本著色聖徳太子孝養像（六
臣）一幅

高崎市岩鼻町239
県立歴史博物館

昭6０．６．２５2０ 妙安寺 1１５ 

絹本著色聖徳太子孝養像
－１幅

高崎市岩鼻町239
県立歴史博物館

昭6０．６．２５2］ 妙安寺 116 

昭6…51絹杢瀞親驚上人雄姿像 高崎市岩鼻町239
県立歴史博物館

2２ 妙安寺 lI7 

昭6u6251縞轤色親鶯成然両上人像 高崎市岩鼻町239
県立歴史･博物館

2３ 妙安寺 118 

高崎市岩鼻町239
県立歴史博物館

絹本著色親鶯上人像一幅昭6０．６．２５2４ 妙安寺 119 

高崎市岩鼻町239
県立歴史博物館

昭6０．６．２５ 絹本著色真宗七高祖像一幅2５ 妙安寺 124 

|高懐識鰯：絹本著色成然上人像一幅昭6０．６．２５2６ 妙安寺 1２０ 

高|埼市岩鼻町239
県立歴史博物館

絹本著色成然上人像一幅昭6０６２５2７ 妙安寺 １２］ 

高崎市岩鼻町239
県立歴史博物館

網本著色成然上人像一幅昭6０．６．２５2８ 妙安寺 122 

昭6qq251絹繍色親驚上人縁起絵伝 千代田町三丁目３－３０妙安寺2９ 妙安寺’123

中啓伝狩野山楽筆扇面画
一本

昭6０．６．２５ 千代田町三丁目3-30妙安寺3０ 妙安寺 9５ 

〉 絹本著色九文人合作書画昭6ｑ６．２５ 千代田町三丁目3-30妙安寺3１ 妙安寺 125 

臨江閣本館。茶室二棟付棟札
二枚 大手町三丁目1５昭6１３．７3２ 前橋市 6１ 

太刀銘上州住景重作｜東片貝町'63-’一口
昭6３．７．１４3３ 鈴木叡 9１ 

産泰神社本殿幣殿拝殿神門四
棟境内地4294平方メートル

平６．３．２５ 下大屋町5693４ 産泰神社 6２ 

県指定史跡

■’ 力田遺愛碑一基昭2５．６．１６ 総社町総社1607光巌寺｜光巌寺 2７ 

192 

昭 ３７．２．２１１， 刀銘土佐藩エ佐行秀造之 小相/k町]50-2 ’樋、ユキエ

昭3８．９．２７ 太刀銘備ｿi0l長M1実光 (1稲木町１５０２ ’樋｛マユキエ

昭3８．９．２７ 上野総社神社本殿一一棟 元総社町2377総社神社 総挺神社 5８ 

|UiL138.9.27 短刃銘源左衛門尉信国，千代田illJ-罫信一ロ
１－１： 柳；ｆｌせい ８５ 

９．２７ '刀銘liIii前回住長船五郎左術
門尉清光作一口

,rtjlll;.＝ｆ日３３．弓 飯島康男 8６ 

1０ 昭3８．９．２７
刀銘〈巴紋印）於東武藤枝

太郎葵義之一Lｌ 木町＝j~目1０１４ 松浦-一子 8７ 

１１ 昭3８．９．２ 短刀銘於東部藤枝英義造
--．[=Ｉ 

~1斑｢倉ⅢJ22-6 と仁込久雄 ８８ 

1２ |BEI3８．９．２７ 鞍ぎ強た銘於東武英義作之ＩＦ石倉|Ⅱ]226‐…１１ 牛込久雄 8９ 

1３ 昭4０．７．３ 太刀銘長光 ,説埼市粁鼻町239
県立歴史博物館 平IFJ経子 9０ 

]４ 昭4４．５．６ 納曽利而・‐而 F:之宮町886二宮赤城神社 冤宮赤城神社 4８ 

’届
」L｣ 昭49.12.23 総社ｲliI社懸 仏テエ面 元総社町2377総ｲﾋl:神ﾈヒ '総社神社 9３ 

1６ 昭49.ﾕ2.23’総社本ﾌﾞﾕ野題神名帳一巻 元総社町2377総社神社 総社神社114

昭5１．５．７ 総社神社雲版一面 元総祇HlI2377総社神社 総社神社 9４ 

|旧53.10.13
11-1アメリカン・ボード宣教師
館一棟 ｣､屍原町1120戸５共愛学園 差愛社 5９ 

1９ 昭5６．７．１０ １日蚕糸試験場暮錨槙…棟数,I瓠T262敷島公園ばら|重I lii橋市 6０ 

２０昭6ｑ６．２５
絹本署色聖徳太子孝鍵像
也）‐幅

高崎市岩鼻町239
県立歴史博物館 妙安寺 1１ 

2１ 昭6Ｍ25,繍室瀞鑿艤太子孝養像 高崎市捲鼻町239
県立歴史博物館 妙表寺 116 

2２ 昭60.(j､２５ｉ網本箸色親鷲上人旅姿像
一幅

高崎市岩鼻町239
妙安寺県立歴史博物館

1ユ

2３ 昭60.6.251絹木著色親蟻．成然idj二人像
－１幅

筒崎市岩鼻町239
ｉ妙安烏’県立歴史|jj物館

118 

2４ 昭60.6.25組木箸色規鴬_:当人像一幅
高崎市岩鼻町239
県立歴史博物館 |妙安寺 1１９ 

2５ 昭60．(;､2５ 網本署色真宗七高祖像－．１隅 高崎市岩鼻町239
県立歴史`|u物館 妙安寺 １２４ 

２６’昭60.5.25 網本篝色虞然上人像一蔚｜鴎'鯉擬鰯徽 妙安寺 120 

２７昭60.6.25 網本署色成然ｆ人像．､幅高崎Tl了岩鼻ⅢJ239県立歴史博物館
妙安寺 1２１ 

２８昭60.6.25絹本署色成然上人像一幅
高崎市岩鼻町239
県立歴史博物館

妙安寺 １２２ 

2９ 昭6０ “5鵜繍色親鷺上人縁起繼伝 千代[n町三丁[７３．３０妙安守妙 馨寺 123 

3０ 昭60.6-25
砦I』藤伝狩野|｣|楽筆扇面画
一本 千代田町言丁:了3-30妙螢i;寺 妙安寺 9５ 

3： 昭6０．６．２５ 絹本著色九文人合作書画 千代田町三丁１１３３０妙安寺 妙安寺 １２５ 

３２ｉ昭6１．３－７
臨江間本館・茶室退棟付棟札
二枚 大手､｢三;~:J1５ 前橋市 6１ 

3３ '昭鯛7ｕ|太刀螺w往驫飛作 来片貝町１６３－： 鈴木叡 9１ 

341平6Ｈ２５ 産泰神社本殿幣殿拝殿神門！[[１
棟境内地4294平方メートル 下大屋町569 座泰神社 6２ 

'1噸2…`力､遺愛碑基総識'ｌｉＩ総鎚`O『光艤箒光雄寺刃



石田玄圭の墓 高井町一丁目34-12 石田潔昭2６．４．２４２ 2８ 

上泉郷蔵附上泉古文書 上泉町宿1168-］ 上泉町自治会昭2６．６．１９３ 2９ 

前橋天神山古墳昭45.12.22 広瀬町一丁目27-7 前橋市４ 1３ 

荒砥富士山古墳平９．３．２８ 西大室町813-2,885-3.4１前橋市 1４ ａ 

県指定重要無形民俗文化財

下長磯あやつり式三番附人形
３個

下長磯操翁式
三番保存会

下長磯町281稲荷神社昭5８．２．２２１ １５］ 

市指定重要文化財

昭39.12.221文政四年天川原村分間絵図 文京町二丁目21-17 篠田永次郎 1３２ 

文京町三丁目27-26
県立文書館

文政四年前橋町絵図 勝山敏子昭39.12.22２ 133 

大徳寺総門 小相木町９１大徳寺 大徳寺昭39.12.22３ 6４ 

昭39.12.221廃覚動寺宝塔 公田町421乗明院 乗明院 6８ ４ 

三河町二丁目1-3
中川小学校

カロウト山古墳石棺 前橋市昭39.12.22５ 4３ 

大手町二丁目12-9
市立図書館

典籍前橋藩松平家記録 前橋市６ 昭39.1222 135 

沼39.12.22書跡豊臣秀吉和歌短冊 千代田町三丁目3-30妙安寺 妙安寺 136 

沼鴎I|工芸品中啓伝狩野山楽筆８ 

問屋町二丁目3-4
稲荷神社

総社地区史跡
愛存会

笠薬師塔婆昭4５－２．１０９ 6９ 

昭４８．９．２４１松平藩主画像 朝日町四丁目29-24孝顕寺 孝顕寺10 137 

昭４８－９．２４|結城政勝画像 朝日町.四丁目29-24孝顕寺 孝顕寺]］ 1３８ 

酒井重忠画像昭4８．９．２４ 大手町三丁目17-22源英寺 源英寺1２ 139 

昭4８．９．２４ 東福寺鰐口 三河町一丁目9-18束福寺 東福寺1３ 9６ 

昭４８．９．２４１小島圧|の供養碑 小島田町大門跡530 長岡幾男1４ 7０ 

大徳寺多宝塔 小相木町９１大徳寺昭4８．９．２４ 大徳寺1５ 9７ 

昭48.9.2411阿弥陀三尊画像板碑 公田町421乗明院1６ 乗明院 7］ 

昭４８．９．２４１東覚寺屑塔 総社町総社1607光巌寺 光巌寺1７ 7２ 

日輪寺寛永の絵馬 日輪寺町４１２１]輪寺 日輪寺昭4９．８．２６1７－２ 1３０ 

く高崎市岩鼻町239
県立歴史博物館

産泰神社八陵鏡昭4９．８２６ 産泰神社1８ 9８ 

昭50.12.241慈照院千手観音坐像 二之宮町1811慈照院 慈照院1９ 4９ 

昭50.12.241伯牙弾琴鏡 本町二丁目7-2八幡宮 八幡宮2０ 9９ 

光巌寺薬医門 総社町総社1607光巌寺 光巌寺昭50.12.2429 6５ 

昭50.12.2411無量寿寺地蔵菩薩方像 二之宮町甲764無量寿寺 無量寿寺2２ 5０ 

昭50.12.241無量寿寺十一面観音立像 二之宮町甲764無量寿寺｜無量寿寺2３ 5］ 

一汁

二宮赤城神社梵鐘 二之宮町886二宮赤城神社｜二宮赤城神社昭50.12-242４ 1００ 

1９３ 

昭２６１．２４１１j退玄毒の墓 高ﾌﾞ::町一･･:目3４１２ 石１－Ｗ

昭26.6Ｊ９１ﾉｰ泉郷蔵llill2泉古文書 ..二泉町宿司､68.-1 ..：泉町自治会 2９ 

昭45.12.22 前橋天神:11古墳 広瀬町一丁1127.7 前橋：;f７ 1３ 

Ｊ１z９．３．２８ 荒砥富士|｣r占墳 丙大室町8１３．２，８８５３．４ 前橋市 己'１

：''鞭…zi下繍…,式三蕾'i､人形Ｉ下長騨j2釦稲織糾'社１蔓'ii:mili簿;罫了

１１眉39.]2.22 文政匹1年天｣:|原村分|礎絵図 文京町民丁:;2｝１７ 篠「Ｌｉ永次郎 二3２

昭39.12.22 文政ﾛﾊ;年前橋町絵図
文京町三丁目２７２６
県立文書館 勝；l；敏了 133 

'昭39」2.22 大徳寺総門 ';､相木Ⅲ｣~９１大徳寺 大徳寺 6４ 

昭39.]2.22’ 廃覚lib寺宝塔 公Hil1ir421乗明院 乗明院 6８ 

昭39.】２．２２ カロウトl｣にH7漬:rT棺
>{河町.二ｊ~目当３
ＩｉｌＩｌｌ小学校

前橋市 4３ 

昭39.]２－２２ 籍前橋藩`松１１`家記録
大jWz町:-自.｣ロ1２９
循立図霄館 iii橋ｉｔ「 L3５ 

昭39］２２２番IlMi壁匝秀吉和歌短|Ⅱ｝ 二F代;Ｗｌｌｌ]､貢焉~F:砂-30妙安寺 寺審 136 

''昭６０．３２７
県措定へ 工芸品中再伝狩野11｣楽鋼

昭45.2.10 笠薬師塔婆
問屋町ﾆﾋﾟﾖ.
稲荷桐i*1

３－４ 総辮j:地区史跡
愛存会

6９ 

2０ 昭48.9.24松平藩竺lilJi像 朝日町四.』 29-24零頭.､１ 孝顕寺 137 

エユ昭48．’２４ 結城政勝Uki像 朝JIllU四~.〒 ２９２４孝顕寺 孝顕寺 1３８ 

昭4８．９．２４ 酒ｿ'二重忠llhi像 大･二F町ニーア １７．２２源英:寺 Mｉｉｉ更寺 139 

\３ 昭4８．９．２４ 束祖寺鰐;： 三河町一j~目9-13束福､!』 東描寺 9６ 

:４１Ⅲ昭48.9.24 小鳥[rlの供養J直 占､鳥PZ:111｢大IItl跡53(］ 長｜剛幾男

１５昭48.9.24 大徳寺多宝塔 △棺木町9］大徳寺 大徳寺

Z６ 昭4８．９．２４ 阿弥陀=噂ﾛiii像,仮碑 公[n町421乗羽院 乘明院

:７ 昭4８．３．２４ 東覚寺層塔 総社町総社己607光巌碓 光巌寺

!?－２昭49.8.26 Ii輪寺寛永の絵馬 i1輪等mT412；１輪（!』 ヨ輪寺 Y３０ 

L８ '1円4９．８２６ 産泰神社八陵鏡 高崎市岩鼻町239
県立歴史博物館

産泰神轍. 9８ 

:９ '1召50.12,24 慈照院千:､ｱﾆ観音坐像 二之鱒lH｢I81H慈照院，慈照院 4９ 

2()ⅡiE{50.12.24 (L1牙弾琴鏡 本町.百s.i二１７２八幅白 八Ｉ|爵 9９ 

2Tll召50.12.24 光巌:寺薬医門 総祉町総社1607光巌(!」 光巌：寺

2２ １１日50.12.24 無量寿寺地蔵菩薩立像 '2之冨町Ｉ１ｌ７６４無赴寿寺 無量寿寺 5０ 

昭50.12.24 無量野寺.:…l前観;音立像 f:之宮lⅡJlil76'１無量寿寺 無量野寺，５１

2４ |{日50.ﾕ2.24 -二宮赤城神社梵鋳 畠二と宮町S86f2宮赤城神北.:「:富赤城神社]00



'251昭5ql2241二宮赤城神社絵馬 二之宮lIJ886二宮赤城神社 二宮赤城神社 1３１ 

昭50」2241鞭熱場跡供養塔種らびに 天川大鳥町290-5 前橋市2６ 7３ 

宝禅寺異型板碑 上泉町1277-1宝禅寺2７ 昭50-12.24 宝禅寺 7４ 

山王の宝塔昭50-12.24 山王町98-22８ 関根定夫 7５ 

八幡宮文書一巻九通｜本町二丁目7-2八幡宮昭50.12.24 八’暦宮2９ 140 

大手町二丁目12-9
市立関書館

前橋祇園祭礼絵巻二巻昭50-12.24 前橋市3０ １４］ 

大手町二丁目12-9
市立図書館

昭5８－４．２５ 酒井家史料．129点 前橋市3２ １４２ 

二宮赤城神社の宝塔 二之宮ｌＵ８８６二宮赤城神社３３１昭5８．４．２５ 二宮赤城神社 7６ 

埴輪踊る男子像 勝沢町719芳賀小学校 前橋市昭5８．４．２５3４ 4４ 

普蔵寺供養塔 東大室町甲６最善寺昭59.3.12 最善寺3５ 7７ 

一谷山記録八冊昭6０．３．２７ 千代田町三丁目3-30妙安寺 妙安寺3６ 143 

妙安寺筆録（最頂院成賢筆）
－冊

妙安寺昭6０．３．２７ 千代田町三丁目３－３０妙安寺3７ 144 

妙安寺古系図一巻 千代田町三丁目3-30妙安寺昭6０．３．２７ 妙安寺3８ 145 

一谷山最頂院妙安寺縁起
上・下二巻

昭6０．３．２７ 千代田町三丁目3-30妙安寺 妙安寺3９ 1４６ 

唯信紗（伝親鷲筆）一冊 千代田町三丁目3-30妙安寺 妙安寺昭6０－３．２７4０ 1４７ 

唯信紗文意（伝成然筆）－冊 千代田町三丁目3-30妙安寺 妙安寺昭6０．３．２７ 148 4］ 

葵紋幕付本多佐渡守正信
奉書写二張二通

千代田町三丁目3-30妙安寺 妙安寺4２ 昭6０－３．２７ １４９ 

親禰寿像遷座関係書状２８通昭6０３．２７ 千代田町三丁目3-30妙安寺 妙安寺4３ 150 

高崎市岩鼻町239
県立歴史博物館

絹本著色蓮如上人像一幅昭6ｑ３２７ 妙安寺 1２６ 4４ 

円満寺薬師如来坐像一体 後閑町383-1円満寺 円満寺昭6０．３－２７ 5２ 4５ 

円満寺石造阿弥陀三尊坐像
三体

後閑町365円満寺薬師堂 円満寺昭6０．３２７4６ 5３ 

昭６０．３．２７１１日関根家住宅一棟 西大室mJ2510大室公園 前橋市4７ 6６ 

高崎市岩鼻町239
県立歴史博物館

絹本著色九字名号 妙安寺昭6１．６．６ 127 4８ 

高崎市岩鼻町239
県立歴史博物館

網本著色十字名号 妙安寺昭6１．６．６4９ 128 

昭6１．６．６ 富田の宝塔 富田町3３ 六本木竹明5０ 7８ 

臨江闇別館付棟札及び渡廊下 前橋市大手町三丁目1５昭6１．６．６

> 
6３ 5］ 

奈良三彩小壺付桧峯遺跡62号
住居刎十H＋遺物

大手町二丁目12-9
市立回書館

前橋市5２ 昭6１．１０．３０ 4５ 

前橋藩主松平家奉納能装束一
式 大手町三丁目13-19束照宮｜東照宮昭6２．６．２４5３ lＯｉ 

前橋藩主松平家陣羽織 大手町三丁目13-19束照宮昭6２６．２４ 東照宮5４ 102 

前橋藩主松平家軍配 大手町三丁目13-19束照宮 東照宮昭6２．６．２４5５ 1０３ 

石造地蔵菩薩坐像 総社町植野１５０元景寺昭6３．８．３ 元景寺5６ 5４ 

大福寺の宝塔 ‘鳥羽町717大福寺平２．４１０ 大福寺5７ 7９ 

小島田の阿弥陀如来坐像 小島田町504平２．４．１０ 下田敬治5８ 5５ 

194 

昭50｣2.241:二宮赤城神社絵馬 岳之官町886二宮赤城神社トー意赤城神#i§ i３１ 

2６ 昭50.12嚴2４
前橋藩刑;場跡供養塔ならびに
道しるべ 天川大島ElJ2905 前橋市 7３ 

2７ 昭50］２．２４ 輻禅寺興亜板碑 '二泉､J1277-1毛禅寺 宝禅寺

2８ 昭50.]2.24 l[|･'2の宝増 山飛ⅢJ9８２ 関根定夫

2９ |沼50.12.24 八幡宮文書、‐巻/L通 木lEJJ：j・Ii7-2八幡宮 八幡鴬 Ⅲ 

3０ 昭50.12.24 前橋祇園祭礼絵巻二巻
大-臥町二丁｢:12.9
lii立函書館

前橋市 １４ 

昭58.4.25 酒井家史料Ⅷ129点 大手lIlJさ一丁i？】]２９
TIT立図書館

前橋市 142 

3３ 昭58.4.25 二宮赤城神社の宝塔 ＝之宮町886兎宮赤城神挺 イユ宮赤城神社 7６ 

3４ 昭5８．４．２５ 埴輪lHiiろ男了像 勝沢町719労賀小学校 前‘傭市 4４ 

3５ 昭59.3.12 普蔵寺供養塔 東大室町甲６最善寺 最善寺 7７ 

3６ 昭60.3.27 …谷口記録八|;Ｉ F:F代}}1111ｺﾞﾐｰｰｰL:３．３０妙安寺 恢、
－一

目､丁 ]4３ 

昭6０．３．２７
妙安が兼録（最頂院成賢策）
･－llH 

Ｆ代田駆冨~j､兎３－３０妙安寺 妙 =f弓

可｣． １４４ 

3８ 昭6０．３．２７ 妙安寺.占系FZl-巻 千代田ⅢJ:Z丁１１３３０妙安寺 妙安寺 1４５ 

3９ 昭6０．３
…谷lll最頂院妙安寺縁起
１２.~ドニ巻

千代ﾛ]|M]､頁｣~;13…３０妙安寺 妙安寺 １４６ 

4０ 昭6０．３．２７ 唯信紗（伝親織筆）－－１１;｝ 千代Elli『i｢三丁7`3-ｎｏ妙安寺 妙安寺 1４ 

４１ 昭6０．３．２７ 唯信紗文意〈伝成然箪）冊 千代田町二丁:-W３３０妙安:､1F 妙安寺 148 

4２ 昭60.3.27
葵紋幕付本多佐渡守正偲
奉書写=張二通

千代田町三丁!i３．３０妙安寺 妙安寺 Ｍ９ 

4３ 昭60.3.27 親鷲寿像遷座関係書状２８通 千代FJ町＝丁'三１３３０妙安寺 妙安寺 150 

214 昭60.3.27 絹本署色述如上人像・幅
,町崎市岩鼻町239
リrL立歴史|馴勿館

妙安寺 126 

4５ 昭60.3.27 円満寺薬師如来坐像一体 後閑町383･ＨＩｇ瀧寺 11‘満寺 5２ 

4６ 昭60.3.27
:H満寺？〈造|可弥陀三尊坐像
宣体 後閑町365円満寺薬師堂 !]！満寺 5３ 

Jl7 昭60.3-27 ||]関根家住宅一棟 四人室町2510大室公園 前橋１１： 6６ 

4８ 昭6１．６．６ 絹本著色九字名汚
高崎｢h岩豐鼻町239
県:立歴史博物館

妙安寺 :２７ 

4９ 昭6１．６．６ 絹本署色1-字名忌
高崎｢h岩･鼻町239
県立歴史博物館

妙安寺 :２８ 

5０ 昭6１．６．６ 富田の宝塔 宮田町3３ 六本木竹叩 ７Ｈ 

5１ 昭6１．６．６ 臨江関別館付棟ﾈ:』及び渡廊下 大手NJ:ﾐ］･目1５ 前橋古 6３ 

5２ 昭61ユ０．３０
奈良莫彩小憲!:l･桧峯遺跡62}ず
住居力上山一'二遺物

大手町二丁
If｢flElijZl書

1２９ 
前橋「i了 4５ 

5３ 昭62.6.24
前j橋藩主松1え家奉納能装束．
式

大手町二.J、 13］９束照宮 東照宮 1０１ 

５４ 昭6２．６．２４ 前橋瀞主松ｴ!z家陣羽織 大手町＝.」 上３１９束照寓 東照宮 １０２ 

５５ 昭6２．６．２４ 前'偶藩主松．､]た家軍配 大手町.君I 13m９束照官 東照宮 1０３ 

5６ 昭6３．８．３ 祈造;Illl蔵菩隣坐像 総i1Zm植野150元景寺 元景寺 ５４ 

５７ 平２．`1－１０ 大棉､\の寵塔 鳥羽Ul]7ﾕ７大福寺 大福．､!I 7９ 

５８ 平2.4.101小島lHの|可弥陀如来坐像 小島[IlN｣~504 下出敬治 :［ii 
UJq" 



591平…21鳥調の大日如来及び…｜鳥鶏蝋繍公民鱸内｜鳥羽''７識自治会|§‘
６０１平３．４．１２１徳蔵寺の懸仏三面 元総社町2379徳蔵寺｜徳蔵寺 104 

大手町二丁目12-9
市立回書館

６１１平４．４．１４１神明宮の甲冑 神明宮 105 

621平44141鱸蕊老小河原左寓の叩寶 荒牧町894-1 小河原武吉 1０６ 

元総社町2379徳蔵寺｜徳蔵寺６３１平４．４．１４１麻本著色両界曼茶羅一対 129 

６４１平５．４．１６１総社神社拝殿 元総社町2377総社神社｜総社神社’６７

文京町二丁目27-26
県立文書館

天川史跡保存会’１３４６５平５．４．１６１享保十五年天川町絵図

観昌寺の宝塔 西大室町1673観昌寺 観昌寺６６１平５．４．１６ 8０ 

金蔵院江木の宝塔 江木町224-1共同墓地平６．４．１９6７ 81 

光巌寺の打敷。油単並びに幡 総社町総社1607光巌寺 光巌寺6８ 半７．４．２０ 1０７ 

光巌寺の石|瞳 総社町総社1607光巌寺 光巌寺平７．４．２０ 8２ 6９ 

亀里町1203-2
阿内宿公民館内

亀里町阿内宿の石I瞳 阿内宿自治会平７．４．２０ 8３ 7０ 

石山寺蒔絵机 総社町総社1607光巌寺 光巌寺Ｆ９．４．２１ 7］ 1０８ 

総社町総社1607光巌寺 光巌寺三具足一具平９．４．２］ 109 7２ 

輪口瓜形釜伝芦屋一口
附極め書三通

総社町総社1607光巌寺｜光巌寺平９．４．２１7３ 110 

石造観音菩薩坐像平1０．４．１０ 柳沢明田口町309-27４ 5７ 

※No31は欠番

市指定史跡

前橋藩主酒井歴代墓地 紅雲町二丁目8-15龍海院 龍海院昭39.12.22１ 30 

前橋城車橋門跡 大手町二丁目5-3 前橋市昭39.12.22 3］ Ｐ式ｐ

新田塚古墳 上泉町新田塚2694-2 船津ハマ昭4５．２．１０３ 1５ 

昭4８．９．２４ 経塚古墳 東善町経塚乙737 重田昌蔵４ 1６ 

オブ塚古墳 勝沢町420 横山昭昭48.9.24 1７ 、

下村善太郎の墓 紅雲町二丁目８－１５龍海院昭4９．８．２６ 下村善之助６ ｝２ 

亀塚山古墳 山王町一丁目28-3 目'」橋市
ユーＥ－

昭5４．３．２６ 1８ 

本城氏の墓三基 紅雲町一丁目9-14長昌寺沼5４．３．２６ 長昌寺８ 3３ 

〈総社町植野150元景寺秋元氏墓地昭5６．４．２７ 元景寺９ 3４ 

秋元氏歴代墓地 総社町総社1606宝塔山古墳昭5６．４．２７ 光巌寺１０ 3５ 

今井神社古墳 今井町818今井神社 今井町自治会H台5６．４．２７1N 1９ 

塩原塚古墳 田口町字千手堂582-7 塩原聖1２ 昭5８．４２５ 2０ 

王山古墳 大渡町一丁目6－１ 前橋市沼5９．３．１２1３ 2１ 

二宮赤城神社社地 二之宮HT886二宮赤城神社 入宮赤城神社昭5９．３．１２１４ 3７ 

前橋市’２２１５１昭６１．６．６１金冠塚古墳 山王町一丁目13-3

1９５ 

5６ 

徳瀧寺の|懸仏ｊ毫面 元総ｷﾄ町2379徳蔵寺 桓蔵寺 TＯ４ 

６１平４．４．１４神lJE官の『~1冑 大手町＝丁し'12.9
市立図書館 |Ⅲ明笘

６２平４．Ｉ．上４．前橋藩家潅小河原六宮の、冑
，附旗差物

－－１ﾏーーー－－

６３，平４パ1．Ｔ４麻本署色lilli界曼茶羅一対

荒牧I]Tlj94m｝小河原武吉’１０６

元総社町2３ 徳蔵寺徳蔵Ｊｊ：１２９

元総社lHr2n 総社神社 総社神社１６７

文京町＝｣.目27-26
県立文書館．'犬I:史跡保存会 二3４

丙大室lllll673観目寺観貝寺 8０ 

江木lllT224弓共'百)墓弛 余威院 8１ 

68,Ｆ7-』120 光巌､\の』:丘敷。油単並び}ｴ崎 総社ⅢJ総社ﾕ607光巌寺 光巌幹 LO7 

６９平７．`１．２(）
－１－－－＝〒-----

７()．、ｌえ７．４．２０

光巌寺の石'瞳

亀IⅡ町阿内宿のｲiI瞳

総社ⅢJ総社]607光巌寺

亀.11ｍ]12032
脚内宿公民館内

光巌寺

阿内病Ｉ与治会

8２ 

8３ 

濃;i;尋蒔絵机 総花_:Ⅲ｣･総社1607光巌寺

エ９．４．Ｚｌ
－＝＝ 

平3-北21

ヱ具足…具

輪Ll瓜形霧伝芦屋一F１
脚極め書二通

総ﾈl:lllT総*に607光巌寺

総社町総社T607光雄寺

河0.4.10 若造観音葬譲坐像 届Fi町309-2

可ｚ３．４．１２ 鳥羽の大門如来及び笠塔婆

ﾖ召39.ﾕ2.22

］苣39.12.22

iii橋藩皀ｉ２酒井歴代蕊地

前橋城卓橋i'ﾖllM

iin:雲lIlJ-z~:.l:８１５龍海院

大手Nj､二W・目５３

龍海院

ｉｉ橋１１Ｊ ０つ△３３ 
昭45.2.10 新|H塚古墳 上泉lIlj,新田塚26942 船津ハマ 1円

昭48.9.24 経塚古墳 束菩Ｈ１｣.経塚乙737 重Ｌｉｉ曇威 】６

昭4８．９．２４ オブ塚古墳 |勝沢iIr420 横；I；昭 1７ 

昭49.Ｒ，2６ .'ざ村蕎ﾉ雌郎の墓 $｢壷､Ｊご:･Ｉ:Ｒユ５龍海院 下騨善之功

昭54.3.26
-名主■-▲－－￣■－‐一一

昭54.3.26

昭56.4.27

古墳

木Iji氏の墓二基

秋元氏墓地

;L;.Ｅ１１J..､.ﾄﾞｺﾞZ8.-3 

紅雲ヨテーＪ・Ｆ９１４長昌寺

H|｣･植野150元景寺

､Ｆ写

橋Tlｺﾞﾛl」

是畠寺

元景、難

1８ 

３４ ３３ 
ﾕ０ 昭5６．４．２７ 秋元巽H露ｲ16蕊地 総社町総社ﾕ6()６ｆ肩塔[!:'１.境 光巌寺 }５ 

IiH56．４．２７ 今券抑志:斉墳 今井比818今ﾌﾟ:I:神t:： >ﾌﾞ':7IrliI沿会 1９ 

昭58.4.25 塩原塚百丁積

Ⅱflij9､３．１２Ｌ:ElIi占籏

『ﾛ［1ill｣~字千手堂582-7

人渡Ｈｒ‐.』~P16-』

塩原頚・‐
-－－－－－－■一色タロ■■

前橋市

2０ 

ソー
■耳

1４ 昭59.3.弓２’:こ富赤城神仕杜地 ｣二之富町886＝富赤誠神祇 ..:意赤城神社

i【;~ＴＩ町,.~ｺｰﾆ１３－３ 飾橋巾



''61鷆謹 荒砥富士山古墳

高須家墓地１７１平８．４．５ 三河町一丁目19-37正幸寺｜正幸寺 3６ 
I 

１８１平９．４．２１１不二山古墳 文京町三丁目151-6 前橋市 2３ 

市指定重要無形文化財

昭４８．９．２４１総社神社太々神楽 元総社町2377総社神社１ 同保存会 1５７ 

昭４８－９．２４１野良犬獅子舞 清野町346八幡宮 同保存会： 158 

産泰神社太々神楽 下大屋町569産泰神社３１昭4８．９２４ 同保存会 159 

片貝神社太々神楽 東片貝町464-1片貝神社４１昭4８－９．２４ 同保存会 1６０ 

泉沢無形
文化財保存会

泉沢の獅子舞 泉沢町４４泉沢神社５１昭4９．８２６ １６］ 

春日神社太々神楽昭4９．８．２６ 上佐鳥町368春日神社｜同保存会６ 162 

泉沢町588泉沢町公民館lii;ii沢噸土芸璽'6３稲荷藤節昭4９．８．２６
￣」

市指定重要有形民俗文化財

昭４５．２．１０１上泉の獅子舞 上泉mJ935諏訪神社 同保存会I 152 

昭４５．２．１０１二之宮の式三番望附伝授書 二之宮町886二宮赤城神制 二宮赤城神社２ 153 

昭５７．４２６１駒形牛頭天王の獅子頭一対 駒形町710駒形神社 駒形神社３ 154 

稲荷新田町458
稲荷新田町公民館内

大手町二丁目3-6
前橋市中央公民館

稲荷新田の薬師 稲荷新田町自治会４１千３．４．１２ 155 

泉沢の人形附小道具等一括 泉沢町自治会５１平６．４．１９ 156 

市指定重要無形民俗文化財

前橋鳶伝統文化
保存会華粋会

前橋鳶木遣り纏振り梯子乗り 城東町二丁目7-10中村組平４．４．１４Ｉ 164 

二宮赤城神社の御神幸 二之宮町886=宮赤城神社平５．４．１６ 二宮赤城神社０ 165 

総社神社の筒粥置炭式 元総社町2377総社神社平５．４．１６ 総社神社’１６６３ 

市指定天然記念物

前橋高等学校のラクウショウ｜下沖町321-1前橋高等学校 前橋高等学校平５．４．１６ ２ 

総社神社の社叢けやき６本｜元総社町2377総社神社２１平９．４．２］ 総社神社 ３ 

夢 雨大室公民館のｵﾊﾂｷｲ|西大室mn68』チョウ
３１平1ｑ４．１０ 西大室町自治会 ４ 

※指定文化財169件のうち、県指定重要文化財No4～６は都合により掲載を割愛しました。

登録文化財

平8.12.20群馬県庁本庁舎

平8.12.20群馬会館

前橋市大手町1-1-1 群馬県１ １ 

前橋市大手町2-1-Ｊ 群馬県Ｚ ２ 

前橋市水道資料館
(旧浄水構場事務所）

平8.12.20 前橋市敷島町216３ 前橋市水道局

Ｄ
Ｊ
 

平８．１２．２０１前橋市浄･水場配水塔 前橋市敷島町216 前橋市水道局

田
四
Ｆ ４ 

1９６ 

荒砥富士山古墳

3６ 

前橋ＴＩ了，２３

￣r 

,１６.平９‐３
１，リ料指定へ

Ｄｌ 

ｌ７ｉ平８－４．．５
１．－－－＿－－－ 

，１８’.､lr９．４．２１ 

兀総社Ⅲ｣.爵７７総社神社

清野町3（６八幡宮

.とｉｌ保存会

|可保停会

１５７ 

158 

産泰神社太だ#’ 下大屋lHT569瀧泰神託 同,保存会 159 

４，昭48.9.24
－弐十1,冑--.--二鎮－．－－

５１昭49.：.2６ 泉沢の獅子舞

束片貝町464辿片臭１１$l社

泉沢illJ4’１泉沢+lIfl：

|可ＣＩＬ存会

泉沢無形
文化jiZl保ｲﾋﾞﾄﾞ会

160 

1６１ 

昭４９．８．２６

昭49.8.26

春}l神社太々神楽.ｉ畠佐鳥Ｈ１]･368春[1神社’１７保存会

稲荷艤節泉沢､'5鑛鱸沢''i公民鑓欝沢町辮土讓瞥

162 

163 

昭45.2」0k泉CD獅子舞～上泉町935繩諾;ＩＦ社同保存会 152 

牛頭天王の獅-1二頭 －－対

稲 荷[I1の薬師

２１噸249:E準の港霧里'剛伝授書’:|蜜
}|畷諏

￣ 

；） 

４１１え３．

５平６マ

４．２６ 

〕、イ．1２

１．１９泉沢の人形耐小道具等.．i'四

ｺﾞﾕ違宮HJ886･二宮赤城ｲlH社一」宮赤城神託
一一一一■ヨヨーｌ

駒形lliir71O駒形神社 駒形袖社

稲繍鼎纈A属館内 稲iMi新H1町Fl治会
一一一■の－－凸一由■．Ⅱ■■■■■

大手lMJ二丁口3-6 泉沢町i`｜端会
前橋市中央公民館

ﾕ5３ 

154 

155 

156 

:､r4.4.14 

可ｚ３．４．｣６

翻繍鳶木麓,轤艤,瀞…城騨;加WHjiiiIL｣轤蕊鍵
些宮赤城神社⑪御神幸ﾆｰｰと宮町886二宮赤城ｲ１１１社：澤富赤城神礼

164 

165 

平5-4.16 総社ﾈ,|牡ＤＪ筒粥置炭式元総社81]､2377総社il{lﾄﾞ|：’総社神社 166 ＦⅢ・・２３
1だ｢)．４１６１前橋高等学校風): ウショウ，￣Iご沖町3211 前橋高等学校 前橋高等学校

， 
Ｌけ 平９．４ `総樅蹄'1社の社叢! ｣き６本元総社lllJ2377 総社神社 ｜総社柏社

下'鰹41,幽鍔公民館の識ﾊﾂﾞｷｲ西大室町'6瓢西大顎町箇治会

平:皿劉聯辨ﾊi''w舎
平８ユ2.201群馬会館

前橋.｢i｢大手Ⅲ｣.ユ1,1

前橋市大豈F町2…１１

群馬県

群馬リ,（

､i禍]型diiiii繍鍵;鵜i）前橋市敷職'ii｢2'6
平８．T２．２０劇喬方浄水場配水塔iii橋｢|葛敷島HlJ216

前橋指水道局

前橋市水道局一肛辨２？》』



＄協力者。協力機関(ｱｲｳｴｵl'|頁｡敬称略）

最善寺

産泰神社

産泰神社太々神楽保存会

塩原聖一

重田昌蔵

篠田永次郎

下田敬治

下村一善之助

下長磯操翁式三番保存会

志村・清隆

正幸寺

上毛新聞社

神明宮

慈照院

乗明院

鈴木叡

須藤松太郎

関根定夫

善勝寺

総社神社

総社地区史跡愛存会

総社町山王自治会

大徳寺

大福寺

長昌寺

津金沢吉茂

稲荷新田町自治会

東照宮

東福寺

徳蔵寺

都丸民司

鳥羽町東部自治会

長岡幾男

西大室町自治会

日輪寺

二宮赤城神社

野良犬獅子舞保存会

八幡宮

ＢＧ津ハマ

平田経子

宝禅寺

本多久夫

前沢和之

前橋市立図書館

前橋市立中川小学校

前橋市立芳賀小学校

前橋鳶伝統文化保存会華粋会

松浦一子

妙安寺

無量寿寺

柳沢明

柳田せい

山崎郁男

横山昭

龍海院

六本木竹明

阿内宿自治会

天川史跡保存会

飯島康男

五百部五郎

石田潔

泉沢町自治会

泉沢町郷土芸能保存会

今井神社

牛込久雄

円満寺

笠原三喜

片貝神社太々神楽保存会

勝山敏子

上泉町自治会

上泉獅子舞保存会

上佐鳥町自治会

観昌寺

共愛学園

群馬県立前橋高等学校

群馬県立文書館

群馬県立歴史博物館

源英寺

元景寺

光巌寺

孝顕寺

小河原武吉

駒形神社

金蔵院

､執筆者 ⑪監修者

合
橋
野
山
澤
澤
山
塩
山
野
□
□

功
靖

古
林
斎
飯
吉
佐
高
宮
眞
安
福
福

■
■
⑨
ｃ
ｃ
＄
●
●
■
Ｂ
Ｂ
巴

秀
信
一
祐
聖
則

明
貫
紀

屋
木
田
田
藤
山
内
塩
立
田
田

登
也
敏

濱
駒
遠
高
園
井
前
関
鈴
都
新
加

③
。
●
●
③
⑤
●
■
②
⑥
●
●

博
秀
和
正
守
修

前橋市文化財調査委員

・阿久津宗二

・梅澤重昭

・近藤義雄

・松島榮治

・丸山知良

・安盛博(平成10年臨時

文化財調査委員）

・中沢右吾(平成２年まで）

川
高
井
丸
唐
大
横
真
梅
平
山
坂

口
●
■
●
■
③
●
●
●
＄
●
●

田
倉
藤
橋
部
野
原
根
木
所
保
部

賢
誠
正
保
雅
浩
欣
雅
岳
宗
好

夫
男
央

家
之
之
之

和
剛
毅
男
聡
之
雄

豊
晴
浩
尚
美
生

吉
雅
敬

夫
志
男
孝

1９９ 



⑮葵紋幕付本多佐渡守正信奉書写166頁⑥

秋元氏墓地４６

秋元氏歴代墓地４６

麻本著色両界曼茶羅一対１４４

（天川）二子山古墳２３

阿弥陀三尊画像板碑８８

荒砥富士山古墳２８

０石田玄圭の墓４０

石山寺蒔絵机１２１

泉沢の獅子舞１７９

泉沢の人形附小道具等一括１７４

－谷山記録１６０

－谷山最頂院妙安寺縁起上。下ｌ６３ｏ

稲荷藤節ｌ８１

今井神社古墳３１

岩神の飛石１３

⑤後二子古墳２２

②江木の宝塔９８

円満寺石造阿弥陀三尊坐像６８

円満寺薬師如来坐像６７

⑤王山古墳３３

オブ塚古墳３０

女堀３８

⑥笠薬師塔婆８６⑥

春日神社太々神楽180

片貝神社太々神楽１７８

刀。銘清光１０４

刀。銘英義１０４

上泉郷蔵附上泉古文書４１

上泉の獅子舞170

亀里町阿内宿の石'瞳100．

亀塚山古墳３０

カロウト山古墳石棺５５

観昌寺の宝塔９７

③旧アメリカン゜ボード宣教師館一棟－７６

旧蚕糸試験場事務棟(前橋市蚕糸記念館)－７７

旧関根家住宅８３

経塚古墳２９

享保＋五年天川町絵図１５１

金冠塚古墳３４

①群馬会館１８８⑥

群,馬県庁本庁舎187

絹本著色九字名号一

絹本著色九文人合作書画

絹本著色十字名号一

３
１
３
２
１
６
０
８
５
３
４
２
０
９
２
６
５
１
８
０
７
２
７
９
６
７
３
９
７
２
２
４
３
９
４
６
２
３
８
６
４
９
 

４
４
４
３
３
３
４
３
３
３
３
４
２
９
８
３
７
５
２
７
８
７
２
５
５
７
１
７
３
９
３
６
５
６
４
２
６
５
１
６
５
６
 

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
 

１
 

１
１
１
１
１
１
 

１
 

１
１
１
 

絹本著色聖徳太子孝養像

絹本著色聖徳太子孝養像

絹本著色成然上人像一

(六臣）

絹本著色真宗七高祖像一

絹本著色親鶯上人縁起絵伝

絹本著色親鶯上人像一

絹本著色親鶯上人旅姿像一

絹本著色親鶯。成然両上人像

絹本著色蓮如上人像

光巌寺の打敷。油単並びに幡

光巌寺の石'瞳

光巌寺薬医門

上野国分寺跡

上野総社神社本殿

上野国山王廃寺塔心柱根巻石

後柏原天皇辰翰朗詠詩歌

小島田の阿弥陀如来坐像

小島田の供養碑

駒形牛頭天王の獅子頭一

後陽成天皇辰翰古歌御色紙

酒井家史料

酒井重忠画像

産泰神社太々神楽

産泰神社八陵鏡

産泰神社本殿幣殿拝殿神門及び境内地

山王塔跡

山王の宝塔

塩原塚古墳

慈照院千手観音坐像

四神付飾土器

下長磯あやつり式三番附人形３個

下村.善太郎の墓

蛇穴山古墳一

十一面観-世音像

害跡。豊臣秀吉和歌短冊

神明宮の甲冑

親鶯寿像遷座関係書状

石製鴫尾

石造地蔵菩薩坐像
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ﾄｸﾞ刑

７２伯牙弾琴鏡１１４

１０９八幡宮文書１５７

１０８八幡山古墳２５

１７５埴輪。踊る男子像５６

１５④普蔵寺供養塔９４

１８４不二山古墳３５

８４文政四年天川原村分間絵図１４９

１９文政四年前橋町絵図１５０

１３０⑬宝禅寺異型板碑９１

８１宝塔山古墳２４

１１２本城氏の墓４５

４７③前橋祇園祭礼絵巻二巻１５８

１０７前橋高等学校のラクウショウ１４

１０６前橋市浄水場配水塔１９０

９６前橋市水道資料館１８９

１０５前橋城車橋門跡４３

１０３前橋天神山古墳２７

１１０前橋鳶木遣り纒振り梯子乗り１８２
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あとがき

前橋市には原始・古代から現代に至るまで様々な貴重な文化財が

存在しています。文化財はその時代を生き抜いた人たちが作り出し

たものです。それが人々の生活の向上を促し、現在の前橋市の発展

と繋がっています。祖先から引き継いだこの貴重な文化財を未来へ

と引き継いで行くのは私たちの責務であります。

前橋市には現在国指定｡重要美術品21件、県指定40件、市指定108

件､合計169件の貴重な文化財が存在しています。この貴重な文化財

を市民の皆様にご理解いただく努力は行政の使命であります｡｢前橋

の文化財」は、そんな考えを背景に昭和63年度に刊行されました。

その後10年が経過し、指定文化財も増加した事から改訂版を刊行い

たしました。文化財の所在地並びに文化財の持つ価値も含めた解説

を行いました。文化財-を通して前橋の歴史を探る糸口にしていただ

けたら幸いです。現地研修に、内容理解に是非ご活用下さい。

執筆は文化財薑保護課の職員が行い、監修は前橋市文化財薑調査委員

の先生方にお願いいたしました。

本書を刊行するに当たり文化財所有者。管理者等の皆様に多大な

ご協力をいただきました。また多くの方々から貴重な情報や資料を

提供していただきました。心から感謝申し上げます。

平成11年３月15日

前橋市教育委員会管理部文化財保護課

課長川合功



まえばしぷんかざし。
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